
　
　
　
第
八
懸
　
羅
纂
　
聖
ヤ
ー
コ
フ
毒
及
び
其
縫
域

る
こ
ご
〇

　
三
如
上
の
幹
部
及
び
委
員
は
、
第
五
回
議
総
譜
學
會
及

　
（
び
そ
の
他
相
當
の
史
學
圏
艦
か
ら
の
提
案
を
研
究
す
べ
し

　
四
如
上
の
幹
部
及
び
委
員
に
於
て
代
表
さ
れ
た
る
各
國

は
各
自
唯
だ
｝
票
の
投
票
灌
を
有
す
る
の
み
、

　
要
す
る
に
こ
の
學
曾
は
そ
の
標
榜
す
る
が
如
く
世
界
各

國
史
芦
品
の
吉
際
的
共
働
の
實
現
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
。

か
く
の
如
き
は
大
戦
後
琶
界
軍
和
國
際
主
義
の
氣
運
に
醸

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
六
六
　
（
玉
入
八
）

成
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
し
か
し
前
世
紀
に
於
て
世

界
の
吏
學
の
進
歩
に
多
大
の
貢
献
を
な
し
、
こ
の
世
紀
に

入
っ
て
も
大
な
る
活
躍
を
績
け
た
濁
逸
史
學
者
が
、
こ
の

催
し
に
塞
加
し
な
か
っ
た
こ
ご
は
、
そ
の
理
由
如
何
は
こ

も
あ
れ
、
甚
だ
潰
｝
械
…
な
こ
ビ
、
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。

吾
々
は
凍
る
一
九
二
八
年
の
史
學
會
に
お
い
て
、
か
＼
る

憾
み
の
再
び
繰
り
か
へ
さ
れ
な
い
こ
ご
を
切
に
繋
る
も
の

で
め
る
Q

聖
ヤ
ー
コ
フ
寺
及
び
乱
焼
域
文
學
士
　
雪
　
山

俊
　
　
夫

　
ワ
イ
マ
ー
レ
の
歴
吏
を
捌
っ
て
最
古
の
地
域
を
探
ぐ
る

ご
聖
ヤ
ー
コ
フ
寺
の
境
内
に
達
す
る
。
今
口
で
は
ワ
イ
マ

ー
ル
罵
言
者
又
は
遊
覧
者
の
注
意
を
喚
迦
す
る
こ
ご
甚
だ

薄
い
け
れ
ご
も
、
あ
の
｝
見
田
舎
の
小
都
會
に
見
る
や
う

な
小
規
模
の
素
朴
な
寺
院
ご
其
榮
域
ご
は
1
3
イ
ッ
の
文
化

首
都
の
登
窯
地
で
あ
っ
た
。
此
寺
の
開
基
に
就
て
は
寿
の

建
築
の
南
西
壁
に
あ
る
目
9
霧
9
ρ
塁
島
の
像
を
刻
し
た

墓
標
の
上
意
四
乃
至
五
米
突
に
嵌
め
て
あ
る
石
の
上
の
文

書
ご
、
寺
の
内
部
に
在
る
祭
壇
に
向
っ
て
左
の
柱
に
鑓
め

た
石
の
上
の
小
文
書
ご
に
刻
さ
れ
て
あ
る
が
、
地
上
か
ら
は



第
入
巻
　
　
雑
　
纂
…
　
聖
ヤ
ー
コ
フ
寺
及
び
其
埜
城

邑一圃寺フコーや聖

讃
み
苦
し
い
の
ご
内
外
二
個
を
接
合
し
な
け
れ
ば
全
文
を

な
さ
ぬ
の
で
、
大
公
文
庫
に
藏
め
ら
れ
て
あ
る
甘
舞
ω

9
鉱
器
導
。
。
　
氏
の
騒
騒
に
糠
っ
て
調
べ
る
ご
『
此
寺
は
主

の
誕
生
紀
＝
兀
千
百
⊥
ハ
十
入
年
に
使
徒
聖
ヤ
ー
コ
フ
に
捧
げ

ら
れ
た
』
と
い
ふ
文
句
で
起
し
て
、
聖
壇
に
奉
祀
さ
れ
て

あ
る
聖
ペ
ト
ル
ス
・
聖
パ
ウ
ル
ス
以
下
多
数
の
聖
者
や
殉

難
者
の
名
が
刻
さ
れ
て
み
る
。
之
に
よ
っ
て
此
寺
院
の
建

立
さ
れ
淀
の
は
、
紀
元
千
百
六
十
入
年
で
あ
っ
た
こ
ご
に

就
て
は
、
疑
を
挾
む
の
緊
緊
が
な
い
の
で
あ
る
。
其
以
前

に
此
地
に
寺
塔
が
存
在
し
た
ご
い
ふ
説
は
、
皇
帝
オ
ソ
，
，

i
二
世
が
フ
イ
マ
ー
期
で
紀
元
九
百
七
十
五
年
に
國
會
を

開
い
た
こ
ご
、
、
當
無
難
に
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ソ
で
登
達
し

て
み
た
墓
督
敏
が
寺
院
を
持
っ
て
る
た
に
相
違
な
い
こ
い

ふ
推
定
ご
、
其
當
時
の
ワ
イ
マ
ー
ル
で
は
彼
の
地
が
最
も

高
い
地
黙
で
あ
っ
て
寺
塔
の
建
設
に
相
適
は
し
か
っ
た
こ

こ
か
ら
臆
測
さ
れ
る
の
み
で
、
慧
擦
こ
す
る
に
足
る
文
獄

を
見
な
い
の
で
あ
る
。
此
寺
院
開
基
後
間
も
な
く
紀
元
千

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
六
七
（
五
入
九
）



　
　
　
第
八
巷
　
維
纂
　
聖
ヤ
ー
コ
フ
寺
及
び
其
壁
城

百
七
十
四
年
に
州
伯
ル
ー
ド
罪
ソ
ヒ
三
世
に
依
っ
て
ワ
イ

マ
ー
ル
は
三
園
さ
れ
た
が
、
破
壊
の
厄
は
免
れ
た
。
國
立

文
庫
の
文
書
の
中
に
、

　
ノ
＜
8
げ
響
。
・
三
差
£
の
尼
僧
鮭
督
コ
ン
ラ
ー
ト
、
尼
構
院
主
ユ
ツ

　
タ
ー
及
び
盤
院
集
會
二
同
は
、
マ
イ
ン
ツ
大
僧
正
領
の
同
派
の

　
蓉
穿
下
ワ
イ
マ
ー
ル
、
ヤ
ー
コ
フ
寺
の
背
後
に
あ
る
三
個
の
庭

　
園
を
、
上
ワ
イ
マ
ー
ル
の
尼
異
型
に
萱
つ
た
こ
ミ
．
こ
、
そ
れ
に

　
關
す
る
あ
ら
ゆ
る
鍵
利
か
、
砺
撤
退
し
た
こ
「
こ
を
承
認
す
る
。

こ
い
ふ
の
が
あ
っ
て
、
其
日
附
は
千
二
百
七
十
入
年
六
月

ご
あ
る
。
之
に
樗
僻
っ
て
融
冨
時
齢
跳
に
｝
此
寺
0
3
毒
仔
在
す
る
地
域

は
僖
市
に
囑
し
た
こ
ご
が
わ
か
る
。

　
年
代
記
の
著
者
ω
。
H
誓
⑦
筐
2
氏
の
チ
ュ
ー
ソ
ン
ゲ
ン
史

料
集
鋒
に
、
ヤ
ー
コ
フ
寺
の
南
方
に
新
し
く
庭
園
や
家
屋

が
建
設
さ
れ
る
ご
菰
ハ
に
、
此
寺
院
を
中
心
こ
す
る
一
角
を

薔
市
ご
呼
び
、
市
壁
の
外
に
畳
か
れ
る
や
う
に
な
っ
た
こ

あ
る
が
、
丁
度
國
立
文
庫
の
丈
書
ご
相
符
合
し
て
み
る
。

　
此
寺
院
の
創
建
者
且
保
護
者
は
Ω
①
同
。
。
σ
興
σ
q
ご
く
鴛
讐
、
9

　
　
　
　
　
　
　
第
四
籏
　
　
　
六
入
　
（
五
九
〇
）

の
騎
士
で
あ
っ
た
。
グ
ラ
イ
ス
ベ
川
グ
は
チ
ュ
ソ
ン
グ
ン

の
古
い
家
系
の
貴
族
で
、
エ
ル
フ
〃
ト
、
ゴ
ー
タ
ー
及
び

ワ
イ
マ
ー
ル
の
領
地
以
外
に
グ
ラ
イ
ス
ベ
ル
グ
城
及
び
其

隣
接
の
村
落
ご
ザ
ー
ル
河
底
の
コ
ン
デ
イ
ゾ
を
所
有
し
て

み
た
Q
コ
ン
デ
イ
ッ
城
の
臨
写
は
ク
ニ
ッ
ッ
城
の
名
に
よ

っ
て
今
日
知
ら
れ
て
み
る
。
次
に
フ
ブ
ル
グ
ー
ラ
も
同
慌

に
チ
ュ
ー
ソ
ン
ゲ
ン
の
醤
系
の
「
貴
族
で
、
最
初
ラ
ン
ゲ

ン
、
ザ
ル
ヅ
ァ
に
近
い
フ
ァ
ル
グ
ー
ラ
に
住
し
、
千
二
百

一ご

¥
二
年
に
タ
ク
チ
ン
プ
ル
グ
城
を
築
い
て
臼
門
ら
「
タ
ウ

ク
ン
ベ
ル
グ
の
亭
主
」
ご
嬉
し
て
る
た
。
創
建
者
に
属
す

る
ヤ
ー
コ
フ
寺
の
保
護
構
を
爾
貴
族
は
十
三
世
紀
ま
で
共

同
に
行
使
し
て
み
た
が
、
其
後
保
護
擢
は
数
次
移
動
し
て

み
る
。
千
二
百
四
十
九
年
に
は
グ
ラ
イ
ス
ペ
ル
グ
家
ご
姻

戚
關
係
を
有
す
る
ハ
ヰ
ン
ソ
ジ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
チ
ー
フ
ル
ト

が
此
灌
利
の
一
部
を
繊
ぎ
、
又
此
年
に
は
イ
ス
セ
ル
シ
ユ

テ
ッ
ト
の
貴
族
も
等
し
く
保
護
者
に
立
っ
た
が
、
銀
貨
十

四
馬
克
で
此
権
利
を
上
ワ
イ
マ
ー
ル
の
尼
僧
達
に
譲
っ
た



斯
の
如
き
経
緯
に
嘉
し
て
シ
ユ
ナ
イ
デ
ル
は
左
の
如
く
明

晰
に
書
い
て
み
る
。

　
聖
ヤ
ー
コ
フ
寺
の
保
護
構
は
當
初
グ
ラ
イ
ス
ベ
ル
グ
ぐ
」
プ
ア
ル

　
　
ク
ー
ラ
く
」
イ
ス
セ

　
　
ル
シ
ユ
テ
ッ
ト
の

　
三
家
に
鰯
し
て
ゐ

　
た
O
グ
ラ
イ
ス
ベ

　
　
ル
グ
ε
フ
ア
ル
“
ク

　
ー
ラ
の
病
家
は
此

　
寺
院
を
建
立
し
寺

　
院
の
所
在
地
を
も

　
寄
附
し
た
の
で
、

　
寺
院
の
保
護
構
は

　
’
當
然
彼
等
に
属
し

　
た
の
で
あ
る
。
併

　
し
イ
ス
セ
ル
シ
ユ
テ
ツ
ト
家
も
イ
エ
ナ
に
程
遠
か
む
ぬ
イ
ス
セ

　
　
ル
シ
ユ
テ
ツ
ト
に
其
居
城
を
有
ち
帝
國
の
直
直
で
あ
っ
た
の
で

　
十
三
世
紀
の
初
葉
に
は
ヤ
ー
コ
フ
寺
の
保
護
樺
の
幾
分
を
有
し

　
　
　
第
八
巻
　
雑
、
纂
　
聖
ヤ
ー
コ
フ
寺
及
び
其
壁
域

て
る
た
此
構
利
が
如
何
し
て
イ
ス
セ
ル
シ
ユ
テ
ッ
ト
家
の
手
に

移
っ
た
か
に
就
い
て
は
、
報
告
が
全
然
鋏
け
て
る
る
の
で
信
愚

す
べ
き
何
物
を
も
書
く
こ
ε
が
出
來
な
い
。
或
は
グ
ラ
イ
ス
ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
グ
家
些
右
く
は
フ
ア
ル

第二二三墓のハツナラク・スカー

グ
ー
ラ
家
の
姻
戚
關
係

に
依
　
て
此
椹
利
に
到

達
し
た
か
も
知
れ
な
い

併
し
此
権
利
の
爲
十
三

世
紀
の
中
漿
に
、
其
理

由
は
明
白
で
な
い
が
上

ワ
イ
マ
ー
ル
の
尼
僧
院

亀
、
」
箏
議
が
生
じ
た
。
さ

う
し
て
此
論
議
は
イ
ス

セ
ル
シ
ユ
テ
ツ
ト
家
．
か

有
し
た
聖
ヤ
！
コ
フ
寺

の
保
護
椹
を
上
ワ
イ
マ
ー
ル
の
尼
僧
達
に
全
然
委
護
し
て
、
其

代
り
に
十
四
馬
克
を
受
領
し
た
こ
ミ
に
よ
っ
て
千
二
百
四
十
九

年
に
解
決
を
見
た
。

　
　
　
　
　
　
第
四
．
號

山ハ

縺
@
　
（
五
九
一
）



　
　
　
二
子
巷
　
維
纂
　
聖
ヤ
ー
コ
フ
寺
及
び
奨
壁
域

此
事
事
の
解
決
に
丸
し
て
は
、

　
　
マ
イ
ン
ツ
の
大
俗
正
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
、
マ
イ
ン
ツ
貫
主
、
チ

　
　
ス
テ
ル
チ
エ
ン
オ
ル
デ
ン
附
属
、
ワ
イ
マ
ー
ル
尼
僧
院
の
監

　
督
、
院
主
、
外
藩
に
蜀
し
て
ワ
イ
マ
ー
ル
の
寺
院
の
保
護
礎
を

　
確
認
す
る
。
久
し
き
璽
議
の
後
、
イ
ス
セ
ル
シ
ユ
テ
ツ
ト
の
ハ

　
井
ン
リ
ツ
ヒ
。
ル
ー
ド
ル
フ
及
び
ベ
ル
ト
ル
ト
は
彼
等
に
此
擢

　
利
を
委
譲
す
る
。

ご
あ
っ
て
館
下
に
大
俗
正
の
暑
名
ε
鷺
附
、
－
i
千
二
百
五

十
年
一
月
十
二
日
（
費
¢
国
励
∂
桟
騒
。
］
目
出
身
盲
ド
唱
。
纂

き
ω
け
臨
餌
・
も
旨
昌
O
）
　
♂
剛
し
て
あ
る
交
書
が
國
立
文
庫
に
今

証
言
残
っ
て
み
る
。

　
次
い
で
千
二
百
八
十
六
年
グ
ラ
イ
ス
ベ
ル
グ
家
は
保
護

権
を
チ
ー
フ
ル
ト
へ
譲
っ
た
。
業
事
實
に
關
し
て
は
、

　
　
グ
ラ
イ
ス
ベ
ル
グ
の
中
井
ン
リ
ツ
ヒ
ぐ
」
ソ
ル
タ
ー
、
こ
は
ワ
イ
マ

　
　
ー
ル
奮
市
ヤ
ー
コ
フ
寺
の
保
護
桃
を
彼
等
の
義
弟
チ
ー
フ
ル
ト

　
　
の
ハ
井
ン
リ
ツ
ヒ
及
び
彼
等
の
妹
な
る
其
夫
人
ベ
ル
ヒ
テ
の
爲

　
　
に
放
棄
し
た
事
を
承
認
す
る
。

ご
し
て
、
日
揮
を
千
二
百
八
十
六
年
九
月
二
十
九
臼
（
幽
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
七
〇
（
五
九
ご
）

諺
篭
。
ω
O
O
い
×
露
図
く
困
貯
9
濤
昌
×
．
（
麟
H
＜
曹
）
　
昌
｝
内
巴
。

こ
し
た
文
書
が
あ
り
、
又
次
の
二
涌
…
の
文
書

　
プ
ア
ル
グ
…
う
の
騎
士
ワ
ル
タ
ー
は
、
其
先
代
の
養
せ
る
屋
激

　
ワ
イ
マ
ー
ル
蕾
市
ヤ
ー
コ
フ
寺
の
建
築
さ
れ
て
あ
る
廣
場
及
び

　
上
記
寺
院
の
保
護
樫
を
、
夫
人
ユ
ヅ
テ
及
び
息
ヘ
ル
マ
ン
及
び

　
ワ
ル
テ
ル
の
同
意
を
経
て
、
ワ
イ
マ
…
ル
銀
貨
六
馬
克
で
上
ワ

　
イ
マ
ー
ル
の
尼
偲
院
へ
費
却
し
た
事
を
承
認
す
る
。
但
し
一
定

　
期
閥
費
買
契
約
を
取
り
戻
す
の
棲
利
を
保
留
ナ
。

　
　
日
附
、
千
二
百
九
十
三
年
七
月
三
日
。

　
　
ハ
井
ン
リ
ツ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
チ
ー
フ
ル
ト
は
振
粛
入
ベ
ル
・
テ
及

　
　
び
其
息
ハ
井
ン
リ
ツ
ヒ
の
合
意
に
よ
り
、
下
記
を
上
ワ
イ
マ
ー

　
　
ル
の
尼
崎
客
受
に
譲
輿
す
る
こ
ミ
を
承
認
す
る
。

　
　
一
、
夫
人
ベ
ル
ヒ
テ
の
兄
ハ
井
ン
リ
ツ
ヒ
．
フ
ォ
ン
・
グ
ラ
イ
ス

　
　
ベ
ル
グ
及
び
ワ
ル
え
ル
よ
り
得
た
る
馬
市
ワ
イ
マ
ー
ル
の
聖
ヤ

　
　
ー
コ
フ
寺
の
保
護
樫
の
一
部
、

　
　
二
、
ヘ
ル
マ
ン
・
グ
チ
ル
デ
ィ
ス
の
所
有
し
た
イ
リ
ン
グ
ス
ド

　
　
ル
フ
の
…
フ
ー
フ
ヱ
の
田
地
。

　
　
　
日
附
、
千
二
百
九
十
四
年
十
一
月
二
十
三
日
。



に
よ
っ
て
、
千
二
百
九
十
三
年
に
フ
ァ
ル
グ
ー
・
ラ
家
は
此

寺
院
の
保
護
権
ご
其
周
圃
の
着
地
ε
墓
地
ご
二
三
の
屋
敷

ご
を
フ
イ
マ
ー
ッ
銀
貨
六
馬
克
で
血
玉
葱
し
、
ク
ラ
イ
ス
ベ

ル
グ
家
か
ら
チ
ー
フ
川
ト
家
へ
移
っ
た
保
温
篇
罹
を
ハ
ヰ
ン

リ
ソ
ヒ
・
フ
オ
ソ
・
チ
ー
フ
ル
ト
が
委
譲
し
た
の
で
千
二
百

九
十
四
年
に
は
途
に
此
寺
院
の
保
護
管
は
全
部
僧
院
集
會

に
蹄
し
た
こ
ご
が
明
白
で
あ
る
。
次
い
で
此
の
保
護
樺
は

千
五
百
二
十
五
年
・
の
ワ
イ
マ
ー
．
〃
宗
激
改
革
ま
で
信
…
院
集

會
に
所
属
し
て
み
た
が
、
此
年
僧
院
は
塵
棄
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

　
シ
ュ
ナ
イ
デ
ル
氏
は
『
此
寺
の
所
有
物
の
中
に
、
以
前

に
は
聖
ヤ
ー
コ
フ
寺
の
北
側
、
今
日
（
十
八
世
紀
）
の
所
謂

紳
の
畠
（
今
の
フ
ェ
ォ
ー
3
ラ
ハ
イ
ム
の
背
後
）
の
あ
る
所
に

存
在
し
た
こ
い
ふ
牧
師
住
宅
、
屋
敷
、
庭
及
び
穀
倉
が
あ

る
』
ご
記
載
し
て
み
る
が
、
此
牧
師
住
宅
に
つ
い
て
は
記

鎌
が
欽
け
て
る
る
。
千
五
百
二
十
五
年
か
ら
三
十
年
ま
で

め
書
入
の
記
録
に
は
記
さ
れ
て
み
る
が
、
千
五
百
六
十
九

　
　
　
策
八
魯
　
雑
纂
　
黎
ヤ
ー
コ
フ
寺
及
び
奨
盤
城

年
の
ヲ
〃
フ
の
ワ
イ
マ
ー
ル
地
圖
に
は
最
早
そ
れ
が
記
載

さ
れ
て
る
な
い
。
恐
ら
く
千
五
百
三
十
年
後
に
取
）
崩
さ

れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
千
五
百
三
十
年
に
ワ
イ
マ
ー
ッ
市

會
の
要
講
に
依
っ
て
選
瓢
箪
ヨ
ー
ハ
ン
は
、
市
立
寺
院
聖

ペ
ト
川
ス
・
パ
ウ
ル
ス
の
維
持
費
を
聖
ヤ
ー
コ
フ
寺
の
牧

入
か
ら
流
用
し
た
ψ
併
し
前
者
の
救
助
が
盆
急
を
告
げ
、

ヤ
ー
コ
フ
寺
の
維
持
は
激
て
も
困
難
に
な
っ
た
の
で
千
五

百
三
十
五
年
に
は
全
ヤ
ー
コ
フ
寺
を
閉
下
し
て
穀
倉
賦
し

だ
。
牧
師
住
宅
を
破
壊
し
た
の
は
此
時
で
あ
っ
た
か
も
知

れ
な
い
。
斯
く
て
聖
ヤ
ー
コ
フ
寺
は
其
後
四
十
四
年
間
閉

鑛
さ
れ
て
了
つ
た
。
そ
れ
は
シ
ユ
マ
ル
カ
ル
ト
の
戦
孚
や

・
、
ユ
ー
ル
ペ
ル
グ
の
戦
役
（
千
五
百
四
十
七
年
）
の
爲
に
寺

を
顧
る
の
蓬
が
な
か
っ
た
爲
で
あ
ら
う
Q
千
五
百
七
十
九

年
置
（
閉
鎖
四
十
四
年
後
）
、
大
公
ヨ
ハ
ン
・
ヰ
ル
ヘ
ル
ム
の

未
山
し
人
ド
窟
テ
ア
。
ス
ザ
ン
ナ
に
依
っ
て
此
寺
院
は
修
補

さ
れ
た
け
れ
ざ
も
．
所
蔵
や
説
敏
は
行
は
れ
す
に
、
唯
だ

葬
祭
の
み
行
は
れ
た
。
全
十
七
世
紀
中
路
だ
一
度
営
庭
で

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
七
一
（
五
九
三
）



　
　
　
第
革
巻
　
雑
纂
　
聖
ヤ
ー
コ
フ
寺
及
び
其
螢
域

所
出
の
行
は
れ
た
こ
ご
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
千
六
百
四
十

年
に
デ
ン
シ
テ
ー
ト
住
民
が
彼
等
の
説
轡
師
フ
ソ
ク
ス
ご

土
ハ
に
瑞
典
の
將
軍
バ
ー
ネ
ル
か
ら
逃
れ
て
ワ
イ
マ
ー
ル
の

壁
内
に
庇
講
〃
を
求
め
た
時
で
あ
っ
た
。
経
理
総
長
ク
ロ
ー

マ
イ
エ
ル
の
命
合
に
依
り
ヤ
ー
コ
フ
寺
は
彼
等
住
民
の
新

薦
の
爲
に
開
放
さ
れ
五
畜
祭
の
帥
事
が
行
は
れ
た
の
で
あ

る
。

　
此
寺
の
建
築
そ
の
も
の
に
關
し
て
は
、
其
後
千
六
百
六

十
三
幽
年
ご
千
山
ハ
百
九
十
山
が
年
ご
に
補
修
さ
れ
た
け
れ
ざ
も

到
底
支
え
難
く
な
っ
た
の
で
、
千
七
百
手
二
年
大
公
ヰ
ル

へ
膨
ム
・
エ
川
ン
ス
ト
は
之
を
取
り
崩
し
て
㍉
初
め
に
イ

エ
ナ
の
ミ
ュ
ソ
ッ
エ
〃
に
、
後
に
ワ
イ
マ
ー
ル
の
棟
梁
ア
ー

ド
ル
フ
・
ジ
ヒ
テ
川
に
命
じ
て
新
堂
宇
の
工
事
に
着
手
せ

し
め
、
千
七
百
十
三
年
に
竣
工
し
淀
。
今
日
の
建
築
は
そ

れ
で
あ
る
。
同
年
十
月
三
十
聡
大
公
の
誕
生
肩
は
新
寺
堂

の
中
で
六
親
さ
れ
、
十
一
月
六
臼
に
は
初
め
て
日
躍
日
の

躯
耽
傭
が
開
か
れ
、
経
理
総
長
ラ
イ
ニ
ッ
に
依
わ
て
獄
子
祭

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
七
二
　
（
五
九
四
）

が
催
さ
れ
た
。
此
…
賦
堂
祭
ご
共
に
、
大
公
に
依
っ
て
新
に

建
設
さ
れ
た
藤
見
院
の
開
院
式
も
行
は
れ
た
。
市
博
物
館

で
槻
た
此
…
獄
叢
論
を
紀
念
す
る
爲
に
新
に
鋳
造
さ
れ
た
貨

浄
こ
よ
、

萱
護
｛
一

　
　
太
陽
に
は
光
明
な
き
能
は
す

　
　
信
仰
に
は
徳
化
件
は
ざ
る
は
な
し

ビ
銘
し
て
あ
っ
た
。

　
斯
く
て
新
に
牧
師
フ
ソ
ー
ド
ソ
ッ
ヒ
・
ロ
ー
ト
マ
ー
レ

川
の
任
命
あ
り
、
久
し
く
中
絶
さ
れ
た
荻
藤
は
秩
序
正
し

く
開
始
さ
れ
た
、
唯
だ
そ
れ
以
外
の
激
匠
的
施
設
は
未
だ

一
定
の
激
匪
を
．
此
寺
が
有
た
な
か
っ
た
の
で
行
は
れ
な
か

っ
た
。
且
つ
信
者
に
顧
慮
の
思
慕
を
参
る
寺
詣
が
亮
け
て

み
た
。
『
併
し
何
事
に
も
歓
け
た
る
を
欲
せ
組
祝
瀟
さ
れ
た

る
大
公
は
千
七
百
±
ご
年
新
鐘
ご
個
を
鋳
造
け
こ
め
、
降

誕
祭
の
前
日
ヤ
ー
コ
フ
寺
の
塔
に
も
懸
け
た
の
で
新
し
い

鐘
の
音
が
聞
か
れ
る
や
う
に
な
っ
た
』
ご
シ
ユ
ナ
イ
デ
ル

は
書
い
て
み
る
。



　
次
い
で
千
七
百
十
四
年
ヤ
ー
コ
フ
寺
は
敷
匿
寺
院
に
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ル
グ
ル

め
ら
れ
た
。
千
七
百
二
十
一
年
に
は
大
公
に
依
っ
て
風
琴

が
寄
購
さ
れ
、
之
が
弾
奏
者
こ
し
て
シ
モ
ン
。
ア
ル
ト
ご

い
ふ
入
が
塾
せ
ら
れ
た
。
次
代
の
大
公
エ
ル
ン
ス
ト
・
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
ル
ニ
ゾ
ン
キ
ル
ら

ウ
グ
ス
ト
は
千
七
百
二
十
八
年
此
寺
を
衡
戌
寺
院
と
し
て

軍
隊
の
爲
に
所
濤
を
此
寺
で
行
ふ
こ
ご
に
し
た
。
エ
ル
ン

ス
｝
・
ア
ウ
グ
ス
ト
大
公
の
後
畿
者
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
及

び
大
公
夫
入
ア
ン
ナ
・
ア
マ
リ
ヤ
は
屡
々
此
寺
院
に
墾
舞

し
た
。
千
七
百
六
十
七
年
ア
ン
ナ
・
ア
マ
ソ
ヤ
に
依
っ
て

堂
宇
の
内
部
は
修
飾
さ
れ
、
千
七
百
七
十
四
年
に
更
に
籏

張
さ
れ
た
。
此
年
大
公
の
居
城
炎
上
し
て
其
境
内
に
在
っ

た
シ
ュ
ロ
ス
キ
ル
へ
も
災
厄
に
罹
っ
た
の
で
、
此
寺
院
の

檀［

z
は
ヤ
ー
コ
フ
寺
へ
移
さ
れ
、
爾
…
凍
㎝
ヤ
ー
コ
フ
血
マ
は
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　
　
　
フ
　
キ
　
ル
　
へ

戌
寺
院
で
あ
る
ご
岡
時
に
大
公
家
の
寺
院
ご
な
っ
た
。
か

く
て
千
七
百
十
四
年
に
市
崎
に
委
ね
ら
れ
た
此
寺
の
保
護

罐
は
千
七
百
七
十
八
年
以
來
大
公
へ
移
さ
れ
て
今
日
に
及

ん
で
み
る
。

箪
入
巷
　
維
纂
　
聖
ヤ
ー
コ
フ
寺
及
び
致
璽
域

　
此
寺
院
が
其
建
立
手
摩
経
過
し
た
最
も
困
難
な
時
代
は

喜
入
百
六
年
か
ら
十
三
年
ま
で
で
あ
っ
た
、
那
翁
戦
錦
の

大
暴
風
雨
は
ド
イ
ツ
雪
避
を
も
襲
う
た
Q
ワ
イ
マ
ー
レ
も

之
が
厄
を
免
る
こ
ご
出
來
な
か
つ
元
。
ワ
イ
マ
ー
ル
市
に

取
っ
て
の
危
期
は
普
軍
の
イ
エ
ナ
下
馬
の
臼
（
千
入
百
六

年
十
月
十
四
鐵
か
ら
ナ
七
田
ま
で
）
の
後
で
あ
っ
た
◎
普

軍
の
退
却
に
次
い
で
懸
命
の
歩
騎
砲
兵
及
び
至
重
兵
が
入

り
穫
れ
て
市
内
を
横
行
し
て
掠
嚢
を
檀
に
し
た
。
佛
兵
が

フ
ラ
ウ
エ
ン
プ
ラ
ー
ン
の
グ
t
テ
の
住
宅
へ
閣
挿
し
た
の

も
与
奪
時
の
こ
ご
で
あ
っ
た
。
無
数
の
病
兵
や
負
傷
兵
が

何
等
の
手
當
を
も
受
け
す
に
街
路
に
放
棄
さ
れ
た
の
で
、

納
屋
も
馬
小
屋
も
人
家
も
そ
れ
が
牧
容
に
充
て
ら
れ
、
ヤ

ー
コ
フ
寺
は
数
時
間
の
う
ち
に
野
載
病
院
ビ
化
し
た
。
信

心
深
い
讃
美
欺
の
代
り
に
病
兵
の
帥
吟
ご
瀕
死
者
の
悲
鳴

ご
が
堂
外
へ
洩
れ
聞
え
た
。
戦
塵
漸
く
飛
散
し
て
市
内
に

早
和
ご
秩
序
ご
が
入
b
來
つ
た
後
に
於
て
も
愚
ヤ
ー
コ
フ

寺
は
爾
久
し
く
放
棄
さ
れ
た
病
兵
等
の
避
難
所
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
本
拠
號
　
　
　
七
三
　
ハ
五
九
王
）



　
　
　
第
入
谷
　
雑
纂
　
享
マ
ー
コ
フ
寺
及
び
其
壁
域

併
し
そ
れ
も
一
時
置
現
象
で
あ
っ
た
が
、
痩
る
も
の
は
濁

b
荒
塗
で
あ
っ
た
。
十
年
以
上
も
斯
う
し
た
荒
磨
墨
態
が

績
い
た
Q
螢
繕
費
盤
き
て
荒
屡
の
構
閉
鎖
さ
れ
る
こ
ご
数

年
に
及
び
、
甚
だ
惨
憺
た
る
光
景
を
呈
し
た
Q
後
僅
少
の

料
金
で
堂
宇
が
貸
附
さ
れ
倉
庫
ご
し
て
使
用
さ
れ
た
。
さ

う
し
て
斯
る
献
態
は
千
入
百
十
六
年
ま
で
績
い
元
の
で
あ

る
。

　
千
八
百
十
レ
を
牛
山
ハ
月
戸
大
一
公
カ
ー
ル
・
ア
ウ
グ
ス
ト
は
捌
逐

に
ヤ
ー
コ
フ
寺
の
糧
本
的
改
修
を
命
倉
し
た
。
改
修
工
事

は
建
築
家
ヘ
ス
氏
に
委
ね
ら
れ
、
其
費
用
五
千
六
百
二
十

七
タ
ー
レ
ル
に
達
し
た
が
、
其
大
部
分
一
五
千
百
二
十

五
タ
ー
レ
ル
ー
は
大
公
自
ら
之
を
負
修
し
、
残
鯨
は
個

人
の
努
々
に
博
い
だ
。

　
其
後
寺
鐘
の
改
鋳
、
媛
房
の
設
置
、
調
度
藏
の
改
造
等

を
見
、
次
い
で
筆
入
百
八
十
三
年
ル
ー
テ
ル
の
四
百
年
祭

を
機
翼
こ
し
て
内
部
に
美
術
的
修
飾
を
加
へ
、
殿
堂
ε
し

で
穂
や
完
成
す
る
や
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
等
の
凡
て
は

　
　
　
　
　
　
　
第
囚
　
號
　
　
　
　
七
閃
H
　
（
五
九
六
）

ゲ
ー
テ
の
友
に
し
て
交
譲
の
愛
好
者
た
る
大
公
カ
ー
ル
・

ア
ウ
グ
ス
ト
及
「
び
カ
ー
芦
・
ア
レ
キ
サ
レ
グ
ー
に
負
、
フ
て

る
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
聖
ヤ
ー
コ
フ
寺
の
壁
間
に
見
る
紀
念
標
や
菓
標
ご

四
域
を
一
周
し
て
逢
着
す
る
紀
念
碑
や
墓
碑
に
就
い
て
少

し
く
記
述
し
て
見
た
い
。

　
以
上
ヤ
ー
コ
フ
寺
が
文
化
首
都
獲
鮮
の
地
瓢
で
あ
る
ε

い
ふ
ご
こ
ろ
か
ら
、
此
小
寺
院
の
隆
替
に
關
す
る
歴
史
的

小
考
察
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
文
學
気
遣
跡
を
探
ぐ
る

も
の
、
戚
興
を
よ
り
多
く
そ
、
る
も
の
は
、
堂
宇
や
寺
塔

よ
b
も
徐
り
温
く
も
な
く
寂
び
れ
て
見
え
る
丁
寧
域
で
あ

る
。
其
慮
に
は
ゲ
ー
ラ
夫
人
の
墓
所
も
あ
・
9
、
ゲ
ー
テ
が

自
分
の
子
供
の
や
う
に
鍾
愛
し
た
オ
イ
フ
ロ
ジ
ェ
i
、
矛
の

墓
碑
も
あ
り
、
シ
声
レ
ル
の
葬
ら
れ
元
の
も
矢
張
り
此
奎

域
の
一
角
に
於
て
や
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
此
螢
域
も
堂
宇

ご
共
に
那
翁
軍
の
閥
入
の
結
果
、
久
し
く
荒
蕪
の
状
態
を

呈
し
て
み
た
が
、
そ
れ
を
付
入
百
五
十
八
年
に
修
理
し
た



の
は
大
公
夫
人
マ
ソ
ヤ
・
パ
ウ
ロ
；
ナ
で
あ
っ
て
，
千
八

百
入
十
八
年
ゲ
ー
プ
夫
人
ご
オ
イ
フ
ロ
ジ
ュ
ー
、
矛
の
墳
墓

を
荒
蕪
の
裡
か
ら
駿
督
し
て
今
日
あ
ら
し
め
た
の
は
、
市

＾
曾
議
劉
貝
ド
ク
ト
ル
・
カ
ー
ル
・
タ
ー
ン
で
あ
っ
た
。
千
八
百
一

十
か
年
以
後
は
此
■
螢
域
は
埋
葬
地
こ
し
て
は
使
用
さ
れ
な

く
な
っ
て
、
自
ら
此
等
の
庭
園
の
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
，
．

　
朗
ら
か
に
冴
え
た
鐘
の
音
に
誘
は
れ
乍
ら
、
私
の
初
め

て
此
寺
の
聖
域
を
踏
む
だ
の
は
、
千
九
百
二
十
一
土
入
月

二
十
入
鷺
で
あ
っ
た
。
寺
の
境
内
に
嬉
遊
す
る
小
董
等
に

訊
い
て
、
そ
れ
が
ヤ
！
コ
フ
寺
で
あ
る
こ
ご
を
確
め
て
、

寺
塔
を
左
に
手
入
れ
の
届
か
な
い
芝
生
の
問
を
縫
う
て
走

る
小
穫
を
辿
る
ビ
、
先
づ
眼
に
着
く
も
の
は
古
代
型
の
兜

　
　
　
　
オ
ベ
リ
ス
ク

を
戴
い
た
小
方
尖
碑
で
あ
っ
た
。

　
　
カ
ー
ル
・
ヰ
ル
ヘ
ル
ム
・
グ
ラ
ー
フ
・
フ
オ
ソ
。
シ
ュ
．
メ

　
タ
ウ
普
國
陸
軍
中
將
、
’
千
七
百
四
十
二
年
四
月
十
二
日

　
に
生
れ
、
ア
ウ
エ
ル
シ
ェ
タ
ッ
ト
で
受
け
た
負
傷
の
爲
に

　
　
　
第
入
寮
　
雑
纂
　
聖
ヤ
ー
づ
フ
寺
及
び
其
螢
域

　
引
入
百
六
年
十
月
十
入
日
ワ
イ
マ
ー
ル
で
英
雄
的
の
死

　
を
途
げ
た
。

ご
四
行
に
書
か
れ
、
其
左
右
に
短
い
弔
詩
が
刻
さ
れ
て
あ

っ
た
。
那
翁
戦
箏
に
倒
れ
た
普
國
の
軍
入
の
記
念
碑
は
、

私
に
は
何
等
の
關
心
事
で
は
な
い
の
で
足
早
に
歩
を
進
め

る
ご
此
記
念
碑
ご
街
路
こ
の
間
に
小
綺
麗
な
鐵
翻
で
團
ま

れ
て
地
上
に
横
へ
ら
れ
た
大
き
な
大
理
石
の
墓
碑
が
あ
る

一
筆
碑
や
墓
標
ご
を
仰
い
で
、
少
く
ざ
も
眞
正
面
に
見

る
こ
ε
に
馴
さ
れ
だ
日
本
人
な
る
私
の
眼
に
は
異
機
に
映

ぜ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
何
人
の
も
の
で
あ
ら
う
か
ご
柵

の
間
隙
か
ら
覗
ふ
ご
、

　
　
　
此
程
に
永
眠
す

　
　
ク
ヅ
ス
テ
ア
喜
ネ
。
フ
ォ
ン
。
ゲ
ー
プ

　
　
フ
〃
ピ
ウ
ス
氏
の
出

　
　
　
マ
七
↓
ハ
四
一
i
｝
入
…
山
ハ

ご
、
簡
素
に
、
鮮
や
か
に
歩
ま
れ
る
の
で
あ
っ
π
Q
さ
う

し
て
何
入
の
や
さ
し
い
芳
志
で
あ
ら
う
か
、
花
は
萎
れ
て

　
　
　
　
　
　
第
四
醗
　
　
　
七
五
　
（
玉
九
七
）



第
．
入
谷
　
　
雑
．
纂
　
　
聖
ヤ
｝
コ
フ
寺
及
び
其
埜
城

第三圖碑墓の人夫テーゲ

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
七
六
　
（
五
九
入
）

居
た
け
れ
．
ε
も
花
環
が
一
個
捧
げ
ら
れ
て
あ
っ
た
。
．
ヤ
「

コ
フ
寺
の
鐘
は
最
う
鳴
り
止
ん
だ
け
れ
ざ
も
、
、
ヘ
ル
デ
ル

の
御
寺
の
朝
勤
行
の
鐘
は
な
ほ
欝
欝
ご
し
て
耳
朶
を
打
つ

の
で
あ
っ
た
。
入
撰
二
十
八
日
一
そ
れ
は
丁
度
ゲ
ー
テ

の
誕
生
日
で
あ
る
。

　
ク
リ
ス
チ
ヤ
ー
ネ
・
フ
ォ
ン
・
グ
ー
グ
ー
皿
此
名
に
依
っ

て
直
に
日
本
人
な
る
私
に
意
識
さ
れ
る
の
は
、
近
代
的
隊

羅
巴
の
婦
人
で
は
な
く
て
、
寧
ろ
日
本
の
婦
人
に
近
い
性

情
で
あ
る
、
常
に
謙
虚
獲
麟
の
態
度
ε
其
姑
な
る
ゲ
ー
テ

の
母
に
似
通
う
た
快
活
さ
ご
を
以
て
、
ゲ
i
．
テ
を
慰
め
む

こ
ご
に
献
身
し
た
醇
家
庭
的
の
婦
人
で
あ
る
．
。
彼
女
は
確

に
世
界
の
婦
人
の
中
で
最
も
祝
煽
さ
れ
淀
一
人
で
あ
る
が

一
面
に
於
て
ま
た
甚
だ
憐
む
べ
き
婦
人
で
あ
っ
た
。
稀
世
「

の
天
才
グ
三
グ
の
夫
人
で
あ
る
ざ
い
ふ
こ
ご
は
、
甚
だ
幸
，

輻
な
る
懇
命
で
あ
ら
ね
球
な
ら
ぬ
。
さ
う
し
て
そ
れ
は
軍
，

に
論
理
．
的
に
推
論
さ
れ
る
圭
脇
な
る
懸
命
で
は
な
一
、
彼

女
は
實
に
文
豪
の
愛
情
を
一
身
に
絡
始
集
め
て
み
た
の
で



あ
っ
た
。
共
晶
騙
な
る
運
命
が
如
何
し
て
彼
女
を
慰
む
べ

き
嫌
面
こ
な
し
得
た
で
あ
ら
う
か
。

　
ゲ
ー
テ
夫
人
及
び
夫
人
ご
ゲ
ー
テ
ビ
の
結
婚
に
つ
い
て

は
、
夫
人
在
世
の
當
時
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
屡
濁
逸
入

の
間
に
論
議
さ
れ
，
詩
学
の
唯
｝
可
能
の
家
庭
的
賢
夫
人

ε
し
て
彼
女
の
婦
徳
を
讃
へ
る
も
の
も
あ
る
が
、
彼
女
故

　
　
　
　
　
　
　
　
エ
セ
ペ
ン
ビ
ユ
ル
チ
ヒ

に
ゲ
三
7
は
牛
飯
高
き
同
資
格
の
夫
人
を
迎
へ
て
詩
人
に

ふ
さ
ば
し
い
家
庭
を
作
る
こ
ε
心
労
な
か
っ
た
こ
言
っ
て

ゲ
三
フ
の
爲
に
彼
女
こ
の
結
婚
を
惜
し
む
も
の
が
少
く
は

な
い
の
で
あ
る
。
特
に
彼
女
の
在
世
中
は
ロ
さ
が
な
い
小

都
會
の
環
境
か
ら
、
彼
女
は
繕
え
す
嫉
妬
、
輕
侮
、
中
傷

で
包
團
さ
れ
て
る
た
Q
こ
れ
が
私
を
し
て
憐
む
べ
き
嫌
人

ε
敢
て
呼
ば
し
め
る
所
以
で
あ
る
。
近
く
千
九
百
十
⊥
ハ
年

に
、
ゲ
ー
テ
・
シ
ル
レ
ル
文
庫
に
在
勤
す
る
こ
ご
二
十
年

ゲ
ー
テ
文
献
に
精
…
罰
す
る
グ
レ
ー
プ
が
『
グ
ー
・
プ
ご
其
夫

入
こ
の
文
遮
』
を
夫
人
妓
後
百
年
の
紀
念
の
爲
に
出
版
し

た
時
、
難
誌
『
藝
術
及
藝
術
家
』
の
鞍
行
者
で
知
名
の
藝
術

　
　
　
第
入
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
聖
ヤ
ー
ツ
フ
寺
及
び
菰
ハ
笙
城
・

批
評
家
で
あ
る
カ
ー
ル
㌔
シ
ェ
フ
レ
ル
の
や
う
な
人
が
、

此
爆
を
批
難
し
て
『
斯
る
書
冊
の
公
刊
は
好
奇
心
の
外
何

も
の
を
も
満
足
せ
し
め
な
い
』
ご
グ
レ
ー
プ
を
『
死
屍
に

依
っ
て
自
ら
を
養
は
む
ご
す
る
交
壇
の
鴉
』
ご
悪
罵
し
て

市
井
の
経
説
的
蓋
語
に
裏
書
し
て
み
る
。
斯
る
不
謹
愼
は

ゲ
ー
テ
研
究
の
昨
今
を
理
解
せ
ざ
る
も
の
、
無
知
ご
不
見

識
ご
を
賑
面
す
る
も
の
で
、
却
て
文
豪
に
甥
す
る
冒
濃
で

あ
る
や
う
に
考
へ
ら
れ
る
。
濁
逸
の
生
む
だ
最
も
偉
大
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

る
天
才
の
結
婚
生
活
は
黙
殺
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
は
あ

る
ま
い
。
引
照
は
あ
ら
ゆ
る
滅
罪
の
塞
礎
で
あ
る
べ
き
で

あ
ら
う
・
さ
う
し
て
ゲ
i
7
及
其
夫
人
の
書
翰
は
此
問
題

に
關
す
る
最
も
確
實
な
る
史
實
の
一
を
提
供
す
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
諏
。

　
ゲ
ー
テ
は
嘗
て
『
個
人
の
私
的
生
活
を
倫
理
の
法
庭
に

引
き
出
す
』
こ
ご
を
難
ん
じ
、
『
さ
う
い
ふ
美
は
し
い
【
般

人
間
的
の
要
求
は
自
己
に
毒
し
て
向
け
る
が
よ
い
。
そ
れ

に
就
い
て
響
け
た
黙
は
聯
ε
自
己
の
心
ご
に
恕
へ
て
矯
正

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
七
七
　
（
五
九
九
）



　
　
　
第
八
魯
　
雑
纂
　
黎
ヤ
ー
コ
フ
寺
及
び
蘭
葉
竣

す
べ
き
で
あ
る
』
だ
言
っ
た
が
、
そ
れ
は
彼
の
霧
家
辮
護

で
は
な
く
人
間
こ
し
て
の
彼
の
優
に
や
さ
し
い
滋
徳
槻
ご

平
な
る
入
格
の
寛
容
性
ご
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ゲ
ー
テ

の
結
婚
生
活
に
物
す
る
史
實
は
寧
ろ
傳
習
ε
形
式
ご
に
囚

は
れ
、
階
級
的
思
想
に
惑
溺
す
る
魁
會
の
流
弊
、
し
ゃ
む
亡

止
ま
れ
ぬ
一
般
入
間
牲
の
弱
露
ご
天
才
の
超
越
牲
ご
を
示

駿
す
る
や
う
に
思
は
れ
る
。

　
ク
ソ
ス
チ
ャ
ー
ネ
。
フ
ル
ピ
シ
ス
が
ゲ
ー
テ
ε
相
知
つ

た
の
は
詩
人
が
伊
太
利
よ
り
艦
っ
て
閥
も
な
い
頃
で
あ
っ

た
（
ゲ
ー
テ
は
千
七
百
八
十
八
年
六
月
十
八
日
に
ワ
イ
マ

ー
ル
に
戻
っ
た
）
。
七
月
の
さ
る
朝
、
彼
女
は
公
團
を
散
策

．
す
る
ゲ
ー
テ
に
，
舎
兄
な
る
小
説
家
の
爲
に
地
位
に
醐
す

を
哀
願
書
を
手
交
し
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
夙
に
母
を

失
ひ
、
千
七
百
八
十
六
年
に
父
が
発
く
な
つ
だ
の
で
、
伯

億
の
許
で
造
花
の
業
に
從
聾
し
て
バ
ン
の
資
を
求
め
て
み

た
。
斗
酒
ご
妹
ご
共
に
デ
ー
タ
家
（
今
日
の
ゲ
ー
プ
博
物

館
）
ぺ
引
取
ら
れ
、
。
千
七
百
八
十
九
年
十
二
且
ゲ
ー
グ
の

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
七
八
　
　
（
山
ハ
0
0
）

爲
に
…
長
子
ア
ツ
ダ
ス
ト
を
纂
・
げ
v
、
講
々
た
る
家
庭
の
＋
工
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ぷ
ツ
セ
ン
ス
エ
　
エ

ご
な
っ
た
。
ゲ
ー
テ
は
所
謂
『
良
心
の
結
婚
』
で
満
足
し
拠

の
で
、
蔵
男
に
於
け
る
結
婚
の
式
は
千
里
百
六
年
イ
エ
ナ

戦
の
後
、
佛
兵
が
ゲ
王
7
家
へ
闘
入
せ
る
際
、
彼
女
が
身

を
挺
し
て
ゲ
ー
テ
の
危
急
を
救
っ
た
後
に
於
て
行
は
れ
た

内
助
の
功
を
積
む
こ
ビ
ニ
十
有
入
墨
、
購
入
百
十
六
年
六

月
六
日
に
夫
人
は
長
甑
し
た
の
で
あ
る
。

　
ゲ
ー
プ
の
ク
リ
ス
チ
ァ
ー
ネ
に
費
す
る
懸
愛
は
官
能
的

で
あ
る
。
ゲ
三
グ
は
多
年
の
懸
人
シ
ヤ
ロ
2
ぞ
フ
ォ
ン
・

シ
ュ
タ
イ
ン
の
や
う
な
才
色
兼
備
の
身
分
あ
る
婦
入
を
捨

て
、
結
婚
す
る
の
意
思
も
な
く
卑
賎
に
し
て
無
敷
養
な
る

乙
女
を
其
邸
宅
へ
引
き
入
れ
て
み
る
。
恕
す
べ
か
ら
ざ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ハ
イ
ム
ラ
　
ト

不
徳
で
あ
る
、
放
縦
で
あ
る
。
敷
任
官
ゲ
ー
テ
の
、
思
入

ゲ
ー
テ
の
家
庭
的
計
画
を
破
壊
す
る
市
民
の
娘
ク
リ
ス
チ

ャ
ー
ネ
の
驚
く
可
き
無
作
法
ビ
無
敷
盤
ロ
∵
彼
女
の
怖
る

べ
き
飲
酒
癖
よ
舞
踏
狂
よ
ご
い
ふ
の
が
、
ゲ
ー
7
の
結
婚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
レ
ム

に
關
す
る
ワ
ィ
マ
ー
呪
城
内
の
侍
女
室
か
ら
車
頭
に
連
な



る
非
難
ビ
中
傷
ご
の
灘
で
あ
っ
淀
。

．
即
す
ま
で
も
な
く
ゲ
ー
ヲ
の
伊
太
利
雲
行
は
詩
人
こ
し

て
の
彼
の
復
活
で
あ
り
、
内
部
か
ら
の
彼
の
改
造
で
あ
り

彼
の
世
界
槻
の
立
替
で
あ
っ
た
Q
伊
太
利
を
見
ざ
る
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ
ル

籐
の
彼
の
ワ
イ
マ
ー
ル
生
活
は
グ
ン
ド
ル
フ
の
所
謂
『
自

プ
ス
ト
ベ
シ
ユ
レ
ン
ク
ン
グ

己
鋼
約
』
で
あ
り
『
訓
練
』
で
あ
り
、
『
認
識
』
で
あ
っ
た
。

理
想
を
夢
み
る
若
さ
を
慶
し
π
時
代
で
あ
っ
π
。
大
公
の

廷
臣
ご
し
て
も
宰
相
ご
し
て
も
未
だ
十
分
に
其
纒
給
を
事

功
に
試
め
す
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
自
己
の
開
難

叉
は
天
才
の
臼
歯
な
る
言
揚
は
そ
れ
が
爲
に
損
は
れ
て
る

た
Q
彼
が
哲
學
的
思
索
的
の
人
間
で
あ
る
か
、
或
は
野
際

的
の
入
間
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
ワ
イ
マ
ー
ル
的
敏
養
で
安

ん
ず
る
こ
ご
が
出
家
π
で
あ
ら
う
が
、
彼
ご
聖
代
の
濁
逸

人
乃
至
濁
逸
の
詩
人
ご
を
湛
議
せ
し
め
る
眼
標
は
、
彼
が

塑
像
家
的
逡
形
美
術
家
的
で
あ
っ
だ
黙
で
あ
る
。
彼
は
内

部
の
強
い
戚
激
に
癒
ど
大
な
る
印
象
を
具
象
化
せ
む
ご
す

畜
本
能
を
持
っ
て
る
た
。
彼
に
要
す
る
も
の
は
彼
の
カ
に

　
　
　
第
八
巻
　
雑
纂
　
纏
ヤ
ー
コ
フ
寺
及
び
其
螢
域

ふ
さ
は
し
き
大
な
る
印
象
を
與
ふ
る
客
親
　
で
あ
っ
た
。
伊

太
利
に
於
け
る
古
代
及
ル
ネ
ッ
テ
ン
ス
の
藝
術
、
傍
太
利

の
自
然
伊
太
利
の
生
活
は
そ
れ
を
彼
に
逡
異
な
く
提
供
し

た
（
彼
の
伊
太
利
紀
行
は
今
H
の
吾
々
に
は
懲
り
に
驚
嘆

の
み
を
以
て
充
さ
れ
て
る
る
）
o
彼
の
官
能
性
は
豊
浦
こ
な

っ
た
。
彼
の
擬
照
力
は
透
徹
し
た
Q
彼
は
地
に
敬
慶
な
る

古
典
的
官
能
性
ご
自
由
な
る
滋
徳
槻
ざ
の
所
有
者
こ
し
て

ワ
イ
マ
三
四
ノ
へ
蹄
つ
た
。
か
く
て
蹄
摩
の
彼
に
は
凡
て
が

彼
の
意
識
に
明
器
こ
な
っ
た
Q
怨
言
の
聖
業
性
も
な
く
な

っ
た
9
さ
う
し
て
夙
に
ス
ピ
ノ
ザ
落
雪
の
陶
冶
を
維
幽
し

た
彼
に
は
、
肉
膿
ビ
も
っ
か
す
精
紳
ビ
も
っ
か
な
い
懸
程

的
中
間
的
歌
態
に
低
迷
す
る
こ
ご
は
最
早
不
可
能
ご
な
っ

た
。
今
や
彼
は
精
紳
を
肉
膿
の
背
後
や
側
面
や
上
塞
に
求

め
な
い
。
彼
に
は
肉
腱
そ
の
も
の
が
聯
性
的
精
霊
的
の
も

の
ビ
な
っ
た
の
で
あ
る
。
故
に
具
象
を
具
象
こ
し
て
観
照

し
、
そ
し
て
之
を
把
握
す
る
こ
ご
が
彼
の
満
足
で
あ
り
狂

喜
で
あ
っ
た
。
限
ら
れ
た
る
も
の
〉
四
に
活
き
た
永
久
の

　
　
　
　
　
　
策
四
四
　
　
七
九
（
六
〇
一
）



　
　
　
第
八
巷
　
羅
纂
　
簗
ヤ
ー
コ
フ
寺
及
び
其
鍵
．
域

・
カ
を
戚
得
し
て
之
を
享
樂
せ
む
ご
す
る
精
紳
の
現
實
性
を

．
彼
は
膿
験
し
て
み
た
の
で
あ
る
。

　
斯
う
し
た
時
に
ゲ
ー
ラ
は
自
然
の
一
断
片
の
や
う
に
天

」
愚
な
、
技
巧
を
用
み
な
い
天
才
の
塑
橡
の
や
う
な
、
ア
デ

ー
・
・
シ
了
ぺ
ζ
ウ
渉
（
哲
二
者
の
嫌
で
母
定
共
に
フ
・
イ
マ
ー
ル
に
あ
っ
六
）
の

所
調
『
女
性
的
デ
イ
オ
ニ
ゾ
ス
』
な
る
ク
ソ
ス
チ
ャ
ー
ネ
を

見
出
し
た
。

　
『
形
縮
裕
か
な
俳
聖
利
か
ら
予
は
醜
い
猫
逸
へ
露
っ
て

．
晴
や
か
な
天
を
陰
森
な
そ
れ
ご
取
b
換
へ
た
。
友
人
は
私
を

慰
め
て
再
び
予
を
引
き
寄
せ
て
く
れ
る
代
り
に
予
を
絶
望

さ
せ
た
』
ご
は
彼
の
當
時
の
威
想
で
あ
る
。
今
日
日
本
で
欧

羅
巴
を
見
る
よ
り
も
更
に
高
く
評
債
さ
れ
て
る
た
文
化
の

伊
太
利
か
ら
露
っ
て
、
狡
い
ソ
イ
マ
ー
ル
の
貴
族
的
因
習
に

浸
っ
た
彼
の
環
境
に
順
癒
せ
ね
ば
な
ら
な
い
彼
に
は
、
『
何

入
も
予
が
言
語
を
解
し
て
は
く
れ
な
い
』
ご
の
嘆
が
あ
っ

た
。
一
面
に
不
惑
の
灘
を
迎
へ
む
ε
す
る
彼
に
は
、
『
予
の

過
重
な
る
此
世
の
仕
事
を
最
も
よ
く
果
し
得
ら
れ
る
や
う

　
　
　
　
　
　
　
銘
鰻
　
號
　
　
　
　
「
八
（
）
　
（
山
ハ
○
ご
）

な
歌
態
に
予
を
支
持
す
る
こ
ご
を
任
ご
す
る
家
庭
酌
婦
人

を
姿
る
こ
ご
が
、
恐
ら
く
最
も
策
の
得
た
る
も
の
で
あ
ら

う
』
ご
妹
に
與
へ
た
手
紙
に
書
い
た
ニ
ー
チ
ェ
ご
共
鳴
し

た
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
否
、
彼
は
實
に
一
再
朗
白

に
『
キ
セ
ー
ニ
エ
ン
』
の
中
に
、

　
望
事
に
労
り
生
帳
面
に
過
ぎ
る
こ
ご
の
な
い
、
が
同
時

　
に
ざ
う
し
た
ら
一
番
私
に
氣
持
が
よ
い
か
を
理
解
す
る

　
や
う
な
、
さ
う
し
た
婦
入
が
私
に
望
ま
し
い
。

ε
告
醸
し
て
み
る
。

　
斯
う
し
た
時
に
ゲ
ー
グ
は
繊
手
バ
ン
の
資
を
得
る
べ
く

連
月
な
く
さ
れ
、
轟
轟
も
な
く
要
求
も
な
く
唯
だ
彼
を
敬

仰
す
ろ
市
民
の
娘
ク
ソ
ス
チ
ァ
ー
、
矛
を
見
出
し
た
。

　
ゲ
三
グ
が
多
年
友
人
こ
し
て
又
懸
人
ご
し
て
交
際
し
た

叡
智
ご
敷
養
ε
の
典
型
の
や
う
に
呼
ば
れ
た
、
貴
族
的
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ユ
フ
ダ
　
メ

彩
に
裕
か
な
ア
ボ
ロ
ソ
型
の
下
交
的
・
女
官
シ
ャ
ロ
ソ
テ
．

フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
は
四
十
六
歳
、
素
朴
で
量
ハ
牽
な
市
畏

の
娘
、
デ
イ
オ
ユ
ゾ
ス
型
の
家
庭
的
庶
女
ク
リ
ス
チ
ァ
ー



ネ
・
フ
ル
ピ
ウ
ス
は
二
十
四
歳
、
塞
雲
な
る
も
の
か
ら
面

を
北
樽
け
π
人
間
ゲ
ー
ラ
は
豊
田
時
三
十
九
常
岬
で
あ
っ
た
。
斯

る
三
角
閣
係
は
グ
ー
テ
を
待
た
す
し
て
自
ら
ゲ
ー
テ
の
蹄

結
に
奇
跡
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

　
ク
ソ
ス
チ
ァ
ー
ネ
の
父
御
の
ン
・
フ
ソ
ー
ド
ソ
ッ
ヒ
・
フ

ル
ビ
ウ
ス
は
後
零
落
は
し
た
け
れ
ざ
も
、
大
公
文
庫
の
公

吏
ビ
し
て
敷
養
あ
る
中
産
階
級
の
人
で
あ
っ
た
。
兄
ク
ソ

ス
チ
ヤ
ン
は
『
ジ
ナ
ル
ド
ー
・
ジ
ナ
ル
デ
イ
ニ
ー
』
其
他
．
の

作
者
で
あ
っ
淀
。
彼
女
も
時
代
相
慮
の
敷
育
を
受
け
て
み

た
こ
ご
は
明
白
で
あ
る
Q
今
日
の
鰍
羅
巴
諸
病
に
於
て
術

往
々
に
し
て
見
受
け
ら
れ
る
や
う
に
、
稲
原
の
ワ
イ
マ
ー

ル
に
重
て
は
、
不
完
全
な
る
佛
蘭
西
語
の
知
識
が
女
流
の

敷
養
の
市
議
の
や
う
に
考
へ
ら
れ
、
階
級
思
想
の
盛
ん
な

る
貴
族
的
鉱
毒
氣
に
あ
り
て
は
、
官
女
に
あ
ら
ざ
る
市
民

の
娘
は
品
位
無
き
も
の
こ
し
て
共
に
歯
さ
れ
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
メ
ヅ
ソ
タ
の
爲
に
電
磁
フ
ア
オ
ン
を
奪
は
れ
た

女
詩
人
テ
ホ
ー
の
や
う
な
シ
ヤ
ロ
ど
グ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ェ
タ

　
　
　
第
入
谷
　
編
纂
　
聖
ヤ
ー
コ
フ
寺
及
び
其
螢
．
域

イ
ン
の
當
時
の
精
謡
歌
態
、
ゲ
ー
テ
ご
融
和
し
た
後
に
於

て
遠
心
『
デ
イ
ド
ー
』
を
書
い
て
グ
ー
タ
を
梛
訂
し
た
彼

女
の
心
事
を
併
せ
考
へ
る
ご
、
彼
女
の
怨
嵯
が
他
の
官
女

を
通
し
て
市
民
の
問
に
波
紋
を
蓮
す
時
，
如
何
な
る
誤
解

ご
中
傷
ご
が
ゲ
ー
グ
夫
入
に
試
し
て
醸
さ
れ
だ
か
や
理
解

さ
れ
、
シ
ル
レ
ル
夫
人
の
グ
ー
テ
夫
人
に
侵
す
る
反
戚
の

擦
る
こ
こ
ろ
も
自
ら
明
か
に
な
る
の
で
あ
る
Q

　
夫
人
の
三
十
年
に
近
き
結
婚
生
活
の
其
相
は
グ
レ
ー
プ

の
書
に
依
っ
て
略
盤
さ
れ
て
る
る
Q
崇
め
ら
れ
た
書
翰
は

六
百
二
藏
、
ゲ
i
7
の
も
の
は
三
百
五
ナ
四
通
、
夫
人
の

も
の
は
こ
百
四
十
七
蓮
、
そ
れ
が
今
日
ま
で
言
直
さ
れ
π

交
誼
…
の
全
部
で
あ
る
Q
ゲ
王
7
の
書
翰
に
は
筆
記
さ
せ
た

も
の
も
澤
山
あ
る
が
、
そ
れ
は
夫
入
に
謝
す
る
愛
の
冷
却

を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
Q
手
紙
を
筆
記
さ
せ
る
こ
ピ

は
ゲ
ー
テ
に
於
て
夙
に
習
慣
と
な
っ
て
ゐ
淀
，
『
予
は
唐
労

の
手
で
書
く
時
ほ
ざ
注
意
の
放
心
を
戚
す
る
こ
ご
は
な
い

筆
・
は
思
惟
の
や
う
に
早
く
走
ら
な
い
Q
往
々
予
は
第
一
の

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
八
一
　
（
六
〇
三
）



　
　
　
参
入
巻
　
雑
纂
　
聖
ヤ
ー
づ
フ
寿
及
び
翼
整
域

丈
宇
を
書
き
了
ら
な
い
う
ち
に
次
の
文
字
の
凧
牛
後
の
綴
心
字

を
壼
円
い
て
み
る
こ
ご
が
あ
る
』
ご
言
っ
た
。
こ
れ
は
弾
入

も
常
に
経
験
す
る
こ
こ
ろ
で
あ
ら
う
。
又
夫
入
の
手
紙
に

屡
見
受
け
ら
れ
る
綴
宇
の
誤
謬
を
指
摘
し
て
無
敷
養
だ
こ

難
ず
る
も
の
が
あ
る
け
れ
ご
も
、
そ
れ
は
七
人
の
無
知
を

裏
切
る
も
の
で
あ
る
Q
大
公
夫
人
ア
ン
ナ
・
ア
マ
ソ
ヤ
や

ゲ
ー
グ
の
母
や
シ
ヤ
ロ
ど
7
の
手
紙
に
も
綴
宇
の
誤
謬
は

見
受
け
ら
れ
る
。
シ
ヤ
ロ
ソ
テ
の
手
紙
に
は
三
格
ご
四
格

こ
の
混
同
を
見
繋
る
こ
ご
が
あ
る
。
こ
れ
は
ゲ
上
グ
の
母

の
言
っ
た
通
り
に
『
そ
れ
は
學
綾
の
先
生
の
故
で
あ
る
』
か

も
知
れ
な
い
。
さ
う
し
て
ゲ
ー
テ
夫
人
の
手
紙
に
は
そ
れ

等
の
小
鈴
理
を
償
う
て
除
り
あ
る
純
眞
な
る
威
情
の
流
露

が
人
を
動
か
す
の
で
あ
る
。

　
ゲ
ー
グ
ご
夫
人
と
の
間
に
交
換
さ
れ
た
手
紙
に
よ
れ
ば

「
筍
も
家
政
ε
い
ふ
愚
意
に
註
す
る
仕
事
は
、
経
濟
か
ら
洗

濯
や
洒
掃
素
論
や
食
事
や
子
供
の
養
育
や
地
下
室
と
茱
園

の
整
頓
に
至
る
ま
で
悉
く
夫
人
の
憺
當
す
る
こ
こ
ろ
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
入
二
　
（
六
〇
四
）

つ
π
。
さ
う
し
て
家
事
に
聖
な
る
興
昧
を
以
て
没
頭
す
る

醇
家
庭
的
夫
入
の
耐
旨
が
躍
如
ご
し
て
現
は
れ
て
る
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
オ
ァ
ヘ
ン
グ

『
昨
朝
は
早
朝
か
ら
晩
の
九
時
ま
で
窓
帷
に
火
慰
斗
を
か

け
ま
し
た
Q
今
疑
は
地
下
室
ご
什
器
こ
の
爲
に
防
寒
の
設

備
を
い
た
し
ま
す
』
『
月
曜
田
は
洗
濯
し
て
燥
か
し
て
置
き

ま
し
た
，
今
日
は
火
礎
斗
を
か
け
ま
す
。
火
婁
斗
は
赤
く

な
っ
て
ゐ
ま
す
。
最
う
手
紙
を
書
い
て
み
る
時
聞
は
あ
り

ま
せ
雲
腸
人
様
』
こ
い
っ
た
や
う
な
手
紙
が
散
見
す
る

ゲ
ー
テ
は
『
家
の
中
で
は
要
事
私
の
満
足
し
得
ら
れ
る
や

う
に
よ
く
整
っ
て
み
る
。
御
身
の
精
紳
が
家
の
中
を
駈
け

廻
っ
て
全
て
を
整
頓
し
て
行
く
や
う
だ
』
ご
喜
ん
で
み
る

結
婚
二
箇
年
の
後
ゲ
ー
グ
は
『
聯
々
よ
、
私
は
ざ
二
，
’
し
て

　
　
　
り

爾
等
に
威
謝
し
て
よ
か
ら
う
。
爾
等
は
人
間
の
求
む
る
す

べ
て
を
私
に
與
へ
た
』
ε
言
っ
た
が
、
緑
が
ゲ
ー
テ
に
與

へ
た
手
紙
の
『
御
身
は
神
に
謝
す
る
が
い
、
、
あ
ん
な
可

愛
い
辛
煮
な
純
潔
な
瀞
の
創
造
物
は
稀
に
し
か
見
當
ら
な

い
。
御
身
に
つ
い
て
は
私
は
議
す
つ
か
う
安
心
し
た
』
ピ



O

い
ふ
言
葉
ご
笹
笛
を
合
し
た
や
う
で
あ
る
。

　
ゲ
1
テ
は
夫
人
ご
同
棲
し
て
後
、
或
は
再
び
伊
太
利
に

或
は
瑞
一
筆
に
或
は
佛
蒲
園
西
に
或
は
シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
に
h
或

は
べ
ー
メ
ン
に
向
っ
て
、
久
し
き
は
数
箇
月
短
き
は
数
週

間
の
族
行
を
試
み
た
が
、
其
間
に
往
復
さ
れ
π
手
紙
は
特

に
情
緒
の
纒
綿
を
極
め
た
平
字
に
充
ち
て
み
る
『
東
の
は

て
か
ら
西
の
は
て
ま
で
歩
る
い
て
見
て
も
』
彼
に
は
『
家
に

在
る
方
が
一
番
樂
し
い
』
の
で
『
穿
覧
御
身
を
愛
し
御
身
ご

共
に
生
き
る
よ
り
、
よ
う
よ
い
何
物
を
も
見
な
い
』
の
で

あ
る
。
『
私
が
幸
幅
で
あ
る
ご
、
そ
れ
を
特
に
御
身
の
爲
に

喜
び
、
何
か
心
地
よ
き
も
の
を
見
る
ご
、
私
か
に
御
身
ご

一
緒
で
あ
っ
た
な
ら
ば
ご
思
ふ
』
だ
の
、
『
さ
て
私
は
今
少

し
私
自
ら
の
手
で
附
加
し
て
御
身
に
傳
へ
ね
ば
な
ら
濾
。

そ
れ
は
私
は
御
身
を
、
御
身
ば
か
り
を
眞
實
に
、
心
か
ら

切
に
愛
し
て
み
る
ご
い
ふ
こ
ご
、
御
身
の
私
に
樹
す
る
愛

情
が
何
時
も
愛
ら
な
い
ご
い
ふ
こ
ご
以
上
に
切
に
希
求
さ

れ
る
何
物
を
も
持
た
な
い
ご
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
御
身
ご

　
　
　
第
書
巻
　
雑
纂
　
黎
ヤ
ー
ロ
フ
寺
及
び
北
ハ
螢
城

一
緒
で
な
け
れ
ば
私
の
旋
行
は
將
來
何
に
も
な
る
ま
い
。

ざ
い
ふ
の
は
私
は
註
す
で
に
御
身
の
所
へ
蹄
っ
て
み
た
こ

思
ふ
。
私
の
朝
食
を
御
身
の
手
か
ら
受
取
り
た
い
か
ら
で

あ
る
』
だ
の
、
『
再
び
私
の
思
ふ
と
こ
ろ
を
全
然
打
明
け
て

話
し
幸
す
爲
に
、
御
身
ビ
再
會
せ
む
こ
ご
を
喜
ぶ
』
ご
い

っ
た
や
う
な
文
字
が
少
く
な
い
。
併
し
一
面
に
は
又
夫
人

の
手
紙
に
、
ゲ
ー
テ
留
守
中
に
於
け
る
環
境
よ
り
の
追
害

を
訴
へ
る
文
｛
子
が
見
受
け
ら
れ
る
O
斯
る
山
辰
訴
に
接
す
る

時
に
ゲ
！
ブ
は
、
『
ブ
イ
マ
ー
ル
の
人
々
が
御
身
に
清
井
を

許
さ
な
い
な
ら
、
そ
れ
を
御
身
に
饗
し
て
損
は
む
ご
試
み

る
な
ら
、
そ
れ
は
私
達
の
逃
れ
る
こ
ご
の
出
組
な
い
俗
世

の
常
態
だ
ご
考
へ
な
さ
い
。
そ
ん
な
事
に
は
頓
着
し
な
い

方
が
よ
い
。
そ
れ
は
ま
た
何
等
意
義
あ
る
こ
ご
で
は
な
い

私
の
作
物
を
妊
斥
す
る
こ
ご
を
仕
事
の
や
う
に
し
て
、
み
る

痴
一
人
が
今
日
如
何
に
澤
山
み
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
私
は

そ
れ
に
は
注
意
せ
す
に
仕
事
を
績
け
て
行
く
の
だ
』
ご
い

ふ
風
に
慰
め
て
み
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
入
三
　
（
六
〇
五
）



　
　
　
第
入
巷
　
　
誰
　
纂
　
　
聚
ヤ
1
コ
フ
無
、
及
び
典
益
域

　
唯
私
に
心
痛
ま
し
く
期
せ
ら
れ
る
の
は
、
此
結
婚
の
爲

に
彼
の
友
入
や
當
代
の
學
者
シ
川
レ
川
、
ヰ
川
ヘ
ル
ム
・

フ
ォ
ン
・
フ
ム
ボ
ル
ト
、
ア
〃
ニ
ム
、
ヰ
ル
ヘ
ル
ム
。
フ

ォ
ン
・
フ
ム
ボ
ル
ト
等
、
就
中
ミ
ル
レ
の
や
う
な
親
友
が

そ
れ
を
承
認
し
て
ゐ
乍
ら
不
快
を
戚
じ
て
そ
れ
に
鰯
る
、

こ
ご
を
避
け
る
や
う
な
態
度
を
取
っ
た
こ
ご
、
、
ゲ
；
テ

が
そ
れ
に
試
適
た
ら
す
戚
じ
つ
、
そ
れ
を
黙
し
て
談
ら
な

か
っ
た
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
爾
者
の
爽
快
を
敏
い
だ
氣
ま

す
い
精
帥
的
機
微
で
あ
る
。
（
ゲ
ー
テ
の
作
物
中
夫
人
ざ
の

．
結
婚
生
活
に
減
す
る
以
上
の
爾
方
面
を
最
も
直
接
に
表
現

し
た
の
は
『
羅
馬
哀
歌
』
ビ
『
哀
歌
ア
ミ
ン
タ
ス
』
で
あ
ら

う
。
此
二
つ
の
作
に
は
當
時
の
ゲ
王
グ
の
心
持
が
能
く
現

れ
て
み
る
）

　
舞
踏
狂
、
飲
酒
癖
、
或
は
詩
入
の
家
庭
的
快
樂
を
破
壊

し
た
闊
入
者
で
あ
る
こ
い
ふ
や
う
な
夫
人
仁
黙
す
る
、
萬

犬
を
し
て
實
を
傳
へ
し
め
る
一
犬
の
虚
血
の
如
き
流
言
は

一
顧
を
付
せ
滋
け
れ
ご
も
、
ゲ
ー
テ
は
果
し
て
結
婚
の
意

　
　
　
　
　
　
　
裾
継
［
號
　
　
　
　
入
M
四
　
　
（
晶
ハ
〇
六
）

思
を
有
し
て
み
た
だ
ら
う
か
、
何
故
に
所
謂
『
良
心
の
結

婚
』
に
重
ん
じ
て
敷
愈
の
式
を
怠
っ
た
か
ご
い
ふ
二
つ
の

問
題
は
考
察
を
値
す
る
。
ゲ
ー
テ
が
結
婚
の
意
思
を
廃
し

た
こ
ざ
は
、
甜
既
に
千
入
観
入
十
九
齢
年
十
二
月
長
子
ア
シ
ダ

ス
ト
の
命
名
式
を
脇
門
つ
た
・
も
の
は
ヘ
ル
デ
ル
不
、
か
の
・
9
、
∴
人

公
カ
ー
膨
・
ア
ウ
グ
ス
ト
に
乞
う
て
激
父
に
立
っ
て
も
ら

っ
た
こ
ご
に
依
っ
て
も
明
か
で
あ
る
Q
叉
千
七
百
九
十
年

に
或
る
友
入
に
結
婚
を
拗
W
め
て
『
貴
方
自
ら
は
何
故
結
婚

し
な
い
の
で
す
か
』
ご
訊
か
れ
た
欝
、
ゲ
三
7
は
『
私
は

結
婚
し
て
ゐ
ま
す
、
式
を
下
げ
な
い
だ
け
で
す
』
ご
巌
粛

に
答
へ
て
る
る
し
、
愚
父
百
六
年
の
ヤ
ー
コ
フ
寺
の
幕
式

後
に
も
『
彼
女
は
常
に
私
の
妻
で
あ
っ
た
』
ご
述
べ
て
み
る

『
一
般
報
．
知
』
に
ベ
チ
ゲ
ル
某
に
依
っ
て
『
グ
ー
テ
は
職
雫

の
砲
弾
の
響
の
下
に
、
多
年
の
家
政
管
理
者
フ
ル
ピ
ゥ
ス

嬢
ご
結
婚
の
式
を
急
げ
た
。
か
く
て
幾
千
の
砲
弾
が
回
し

く
落
下
し
て
み
る
間
に
、
彼
女
は
命
中
弾
を
引
い
た
』
こ

い
ふ
颯
刺
的
記
事
を
護
ん
だ
時
、
ゲ
ー
テ
は
『
予
は
予
の

ぽ



家
庭
の
事
情
が
新
聞
の
記
事
に
値
す
る
ほ
ざ
豪
ら
い
八
間

で
は
な
い
。
何
か
さ
う
し
た
事
柄
が
登
載
さ
れ
る
や
う
に

な
っ
た
場
合
に
は
、
暴
君
は
予
の
取
る
行
動
を
眞
劒
に
解

す
る
の
責
任
を
有
っ
て
み
る
ピ
思
ふ
。
予
は
鼠
ハ
面
目
な
る

生
活
を
管
む
で
來
た
し
今
日
も
な
ほ
螢
ん
で
み
る
』
ざ
コ

ツ
タ
に
書
き
逡
っ
て
憤
慨
し
て
み
る
。

　
畢
式
馬
丁
の
理
由
こ
し
て
私
に
考
へ
得
ら
れ
る
の
は
、

先
づ
第
一
に
は
彼
の
ワ
イ
マ
ー
ル
に
於
け
る
証
腎
管
地
位

ご
、
愛
妻
を
し
て
氣
辛
い
思
を
さ
せ
ま
じ
ご
の
思
ひ
遣
り

で
あ
る
。
伯
母
の
家
に
寄
寓
し
み
た
ク
ソ
ス
チ
ァ
！
矛
を

直
に
大
公
の
貴
族
的
証
交
場
裡
へ
導
く
こ
ご
は
彼
に
は
不

可
能
に
考
へ
ら
れ
た
で
あ
ら
う
。
次
に
思
ひ
合
さ
れ
る
の

は
當
時
の
趾
愈
、
特
に
貴
族
的
階
級
に
於
て
は
結
婚
の
槻

念
は
比
較
的
弛
緩
さ
れ
、
号
旗
な
る
比
論
的
要
説
が
頽
旗

し
て
み
た
の
で
、
二
型
の
延
引
に
は
ゲ
三
グ
も
當
初
は
籐

り
留
意
し
て
は
み
な
か
っ
た
も
の
、
や
う
で
あ
っ
た
こ
ご

で
あ
る
。
あ
の
巌
格
な
ヘ
ル
デ
ル
が
ダ
ー
ル
ベ
ル
グ
男
及

　
　
　
第
入
谷
　
灘
纂
　
聖
ヤ
ー
コ
フ
寺
及
び
其
墨
域

其
愛
妾
ご
馬
車
を
共
に
し
て
伊
太
利
を
漫
遊
し
て
良
ら
怪

ま
な
か
っ
た
こ
ご
や
、
敬
崖
な
る
ハ
ー
マ
ン
が
父
を
蒋
護

し
た
ア
ン
ナ
・
レ
訳
出
ナ
ご
共
同
生
活
を
螢
む
で
も
何
等

の
問
題
を
惹
処
さ
な
か
っ
た
こ
ご
を
見
る
ご
思
宇
ば
に
過

ぐ
る
も
の
が
あ
る
。
當
時
ワ
イ
マ
ー
ル
市
民
の
一
般
的
常

識
ぱ
、
ゲ
三
プ
は
久
し
か
ら
す
撃
て
『
卑
賎
な
る
彼
女
』
を

放
濁
す
る
こ
ご
を
期
待
し
た
の
で
、
ゲ
ー
テ
の
夫
入
に
醤

す
る
愛
着
を
苗
標
に
考
へ
た
の
で
あ
る
。
故
に
賢
弟
の
巷

説
は
彼
女
に
多
く
携
斥
の
鋒
を
向
け
る
や
う
に
な
っ
た
。

最
後
に
思
料
さ
れ
る
の
は
、
形
式
の
み
に
拘
泥
せ
る
呼
時

の
基
督
学
食
に
封
ず
る
ゲ
ー
ラ
の
強
き
反
威
で
あ
る
。
彼

の
精
練
さ
れ
た
る
融
観
及
世
界
槻
は
當
時
の
正
敏
涙
の
偏

狡
な
る
激
義
ご
は
相
容
れ
な
か
っ
た
し
、
迷
信
ご
儒
善
ご

信
仰
の
惑
溺
ご
に
饗
し
て
は
彼
は
烈
し
く
憎
悪
し
て
み
た

彼
に
は
良
心
の
結
婚
は
意
義
を
輿
へ
る
け
れ
ざ
も
敷
會
の

儀
禮
は
末
節
に
も
當
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

　
之
を
要
す
る
に
、
ゲ
ー
テ
夫
入
ご
ゲ
i
7
ビ
の
結
婚
を

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
入
五
　
　
（
山
ハ
0
・
七
）



　
　
　
気
巷
難
纂
峯
；
コ
フ
護
ぴ
蒙
城

通
し
て
吾
々
は
、
入
間
愛
ご
人
間
苦
こ
の
纒
綿
せ
る
純
眞

な
る
人
間
生
活
の
髄
験
を
眺
め
る
の
で
あ
る
。
人
聞
愛
は

地
に
無
し
、
現
實
に
厳
し
、
人
間
苦
を
し
て
裏
附
け
し
め

る
。
人
間
苦
な
る
が
欽
に
地
上
の
人
ご
し
て
の
環
、
境
か
ら

其
環
境
こ
の
交
渉
か
ら
生
す
る
煩
悩
博
論
機
の
苦
し
み
か

ら
離
脱
す
る
こ
ご
が
出
來
な
い
。
苦
樂
相
ま
っ
は
る
微
妙

な
る
入
生
の
眞
廊
目
一
i
そ
れ
を
ゲ
ー
テ
ご
野
夫
入
ご
は

吾
々
の
爲
に
垂
示
し
た
の
で
あ
る
。

　
ゲ
ー
テ
夫
人
の
墓
碑
を
束
へ
三
米
突
ば
か
り
行
く
ご
、

や
は
り
芝
生
の
問
に
清
ら
か
な
鐵
柵
に
團
ま
れ
て
、
石
造

の
寝
棺
が
あ
る
。
共
縦
側
面
に
は
オ
イ
フ
ロ
ジ
ュ
；
ネ
ご

刻
さ
れ
て
み
る
。
グ
f
テ
の
哀
歌
『
オ
イ
フ
ロ
ジ
ュ
ー
ネ
』

に
依
っ
て
永
久
に
傳
へ
ら
れ
る
可
憐
の
女
優
ク
ソ
ス
プ
ル

ノ
イ
マ
ン
が
其
虚
に
眠
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。
父
ク
ソ
ス

チ
ヤ
ン
・
ノ
イ
マ
ン
が
彼
女
を
拉
し
て
フ
イ
マ
ー
声
へ
來

た
の
は
彼
女
の
山
ハ
歳
の
時
（
一
七
八
四
）
で
あ
っ
た
。
彼
女

は
直
に
大
公
夫
人
ア
ン
ナ
・
ア
マ
リ
ヤ
の
愛
寵
を
受
け
た

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
入
山
ハ
　
（
六
〇
八
）

『
イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ー
』
ご
『
魚
釣
る
女
』
の
演
技
に
依
っ
て
名
を

知
ら
れ
た
才
媛
コ
ロ
ナ
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
に
依
っ
て
劇
界

へ
導
き
入
れ
ら
れ
た
。
後
俳
優
ベ
ソ
ケ
〃
に
嫁
い
だ
が
不

幸
肺
を
病
む
で
芳
紀
十
九
歳
で
易
簑
し
た
Q
千
七
百
九
十

七
年
十
月
瑞
西
族
機
中
の
ゲ
ー
ヲ
に
彼
女
の
謙
が
傳
へ
ら

れ
る
ご
、
『
彼
女
を
愛
せ
る
人
々
に
は
彼
女
の
爲
に
涙
あ
る

べ
く
、
詩
人
に
は
韻
律
あ
る
べ
し
』
ご
悼
み
『
幾
多
の
意
昧

に
於
て
私
は
彼
女
を
鐘
愛
し
て
み
た
。
舞
壷
の
こ
ε
に
働

い
て
見
よ
う
ご
の
私
の
枯
死
し
た
興
味
が
往
々
復
活
し
た

の
は
彼
女
を
眼
中
に
持
っ
て
る
た
か
ら
だ
』
ご
ベ
チ
ゲ
膨

に
書
い
て
み
る
が
、
彼
は
彼
女
を
父
こ
し
て
摺
師
と
し
て

又
友
ど
し
て
愛
し
て
彼
女
の
才
能
に
培
っ
て
み
た
の
で
あ

る
。
彼
女
は
エ
ミ
ソ
ヤ
・
ガ
ロ
ソ
テ
ー
、
オ
ソ
フ
エ
リ
ャ
、

『
群
盗
』
の
ア
マ
ソ
ヤ
、
『
エ
ダ
モ
ン
ト
』
の
ク
レ
ー
ル
ビ
エ

ン
、
『
ボ
ン
・
カ
ー
ロ
ス
』
の
王
妃
エ
ボ
リ
ー
、
『
キ
ン
グ
・
ジ

ョ
ン
』
の
ア
ー
・
ナ
ー
等
の
役
に
於
て
當
時
稀
な
る
演
技
振

を
示
し
て
、
ワ
イ
マ
ー
ル
の
入
合
を
一
身
に
集
め
て
み
た



第
入
巷
　
雑
纂
　
聖
ヤ
ー
コ
フ
寺
及
び
其
螢
域

固四三地葬埋の初最’レレ）Vシ

オ
ィ
フ
ロ
ジ
ュ
ー
ネ
ご
彼
女
の
呼
ば
れ
る
の
は
、
ゲ
三
7
’

は
歌
劇
『
ペ
ー
テ
ル
メ
ン
ヒ
．
エ
ン
』
の
オ
イ
フ
ロ
ジ
ェ
！
矛

に
扮
す
る
彼
女
を
最
後
．
に
見
た
の
で
、
彼
女
の
爲
の
弔
詩

に
も
女
瀞
オ
イ
フ
ロ
ジ
ュ
ー
ネ
の
名
を
冠
し
淀
に
始
ま
る

　
オ
イ
フ
ロ
ジ
ュ
ー
ネ
の
墓
か
ら
二
十
米
突
ば
か
り
束
し

て
其
威
に
自
要
の
壁
に
『
シ
ル
レ
・
ル
最
初
の
埋
葬
地
』
ご
金

泥
で
書
か
れ
て
み
る
。
前
日
ゲ
ー
ラ
・
シ
．
ル
レ
ル
文
庫
の

階
上
で
詩
人
の
原
稿
や
手
紙
や
文
書
を
陳
列
棚
の
中
に
讃

み
あ
さ
っ
た
折
に
、
當
時
の
新
聞
の
断
片
に
僅
々
八
行
ば

か
り
で
書
か
れ
た
「
シ
ル
レ
ル
埋
葬
の
記
事
が
あ
る
の
を
見

た
・
其
中
に
シ
ル
レ
ガ
は
千
八
百
五
年
五
月
九
日
に
病
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ツ
セ
ン
ダ
エ
ル
ベ

し
て
、
十
一
日
の
深
夜
に
ヤ
ー
コ
フ
寺
の
金
庫
の
地
下
害

で
葬
ち
れ
た
ご
あ
っ
た
。
其
地
下
害
は
千
入
百
四
十
七
年

に
取
り
佛
は
れ
て
今
は
痕
跡
を
留
め
な
い
が
、
金
庫
の
地

下
害
で
葬
ら
れ
る
ご
は
甚
だ
理
解
し
難
い
現
象
で
あ
る
。

少
し
く
其
由
縁
を
探
っ
て
見
よ
う
。

　
　
　
　
　
ラ
ン
ト
カ
ッ
セ

　
金
庫
ε
は
州
金
庫
の
謂
で
其
威
で
順
順
の
事
務
が
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
入
七
（
六
〇
九
）



　
　
　
第
八
，
巻
　

雑
纂
　
聖
ヤ
！
コ
フ
寺
及
び
翼
塁
域

は
れ
た
。
州
金
庫
の
地
下
害
は
十
入
世
紀
の
初
葉
大
公
會

計
課
長
ク
リ
ス
ト
！
フ
・
エ
ニ
ヘ
ン
ご
い
ふ
男
の
建
造
し

た
も
の
・
で
あ
っ
た
。
避
妊
牧
税
吏
ご
し
て
は
才
幹
を
有
っ

て
み
だ
の
で
大
公
ヰ
ル
ヘ
ル
ム
・
エ
ル
ン
ス
ト
の
信
用
を

得
て
み
だ
が
、
苛
敏
、
強
慾
、
吝
薔
の
酷
吏
ε
し
て
市
民
の

愚
闇
満
心
を
買
っ
て
み
た
。
大
公
が
千
七
百
山
丁
年
に
エ
ッ
ヲ
ル

ス
ブ
ル
グ
の
別
漿
を
造
螢
し
、
千
七
百
十
二
年
に
ヤ
1
コ

フ
寺
を
再
建
し
、
其
他
學
校
や
孤
樹
院
の
建
設
を
企
て
π

㍉
し
た
間
に
、
彼
は
私
に
亘
萬
の
財
二
号
へ
て
地
下
讐
に

隠
蔽
し
て
み
る
な
ご
の
悪
評
が
傳
へ
ら
れ
て
る
た
。
事
實

此
地
下
署
も
ヤ
ー
コ
フ
寺
再
建
中
部
下
の
名
に
於
て
私
に

設
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
π
。
其
後
蕉
悪
露
聾
し
て
彼
は
八

千
グ
ル
デ
ン
の
追
徴
に
坐
し
て
免
職
こ
な
っ
た
Q
追
徴
金

の
搬
保
こ
し
て
諸
種
の
所
有
物
が
押
肢
さ
れ
た
中
に
彼
の

部
下
の
牧
穐
吏
μ
ヵ
ス
・
シ
ュ
ミ
ン
ト
ご
其
極
細
ご
が
地
下

窪
の
所
有
権
の
代
償
ε
し
て
入
れ
た
四
千
グ
ル
デ
ン
の
借

用
謹
書
が
あ
っ
た
。
此
男
は
其
内
に
義
務
を
履
行
せ
す
に

　
　
　
　
　
　
　
第
「
四
酷
観
　
　
　
　
入
八
　
　
（
山
里
｝
○
）

死
ん
だ
の
で
地
下
害
は
法
律
上
エ
ン
ヘ
ン
の
手
に
慰
し
た

後
彼
も
亦
た
死
ん
だ
け
れ
ざ
も
、
彼
の
子
孫
は
追
徴
金
に

甥
す
る
搬
保
を
取
り
戻
す
こ
ご
を
澄
せ
す
、
．
地
下
害
の
所

有
灌
を
断
念
し
た
の
で
、
大
公
金
庫
の
所
有
に
捺
し
た
。

そ
れ
は
千
七
百
四
十
二
年
の
事
で
あ
っ
た
Q
此
頃
に
な
っ

て
ヤ
ー
コ
フ
寺
の
筆
下
に
図
る
貴
族
専
用
の
地
下
墓
害
は

荻
険
を
告
げ
、
其
管
理
者
ワ
ー
グ
ネ
ル
某
が
久
し
く
そ
れ

を
訴
へ
て
る
た
か
ら
、
州
金
庫
の
地
下
署
を
之
が
補
充
こ

し
て
使
用
す
る
こ
ご
に
な
っ
て
、
千
入
百
二
十
六
年
の
閉

鎖
期
ま
で
そ
れ
に
充
て
ら
れ
て
み
た
一

　
シ
ル
レ
ル
の
當
時
に
は
、
参
州
金
庫
の
地
下
筈
は
家
族

附
囑
の
墓
地
を
有
し
な
い
肚
會
に
功
績
あ
る
上
流
人
士
の

謎
解
の
爲
め
に
遺
族
の
嘆
願
に
依
っ
て
無
償
で
使
用
を
許

さ
れ
て
み
た
。
シ
ル
レ
川
の
埋
葬
の
爲
に
も
此
悩
む
べ
き

即
戦
が
行
使
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
久
し
（
肺
患
に
煩
は
さ
れ
て
み
た
シ
汐
レ
ル
は
、
千
八

百
五
年
の
二
月
初
旬
に
ま
た
登
熟
し
た
が
、
三
月
中
旬
以



來
快
方
に
赴
「
い
た
の
で
、
其
圓
熟
し
た
才
能
を
最
後
の
悲

劇
『
デ
メ
ー
ト
ソ
ゥ
ス
』
の
完
成
に
傾
歯
す
る
こ
ビ
に
努
め

た
コ
腹
案
は
既
に
成
っ
て
詩
作
は
着
々
進
捗
す
る
の
で
薗

ら
悦
び
自
ら
慰
め
て
、
四
月
下
旬
に
は
大
公
の
御
屋
激
へ

の
招
待
に
翻
す
る
程
元
勲
つ
い
た
。
五
月
置
、
未
だ
自

己
の
病
氣
か
ら
全
快
し
な
い
グ
王
7
が
、
親
し
「
く
友
の
従

臣
を
九
つ
ね
て
友
の
新
作
に
つ
い
て
談
ら
む
が
爲
に
彼
を

訪
問
し
た
時
，
シ
ル
レ
ル
は
槻
劇
に
出
か
け
よ
う
ご
し
て

み
た
所
な
の
で
、
玄
關
先
で
叢
れ
た
。
こ
れ
が
爾
文
豪
の

最
後
の
寮
歌
ビ
な
っ
た
Q
下
思
の
途
中
シ
ル
レ
ル
は
納
や

異
状
を
戚
じ
た
が
何
事
も
な
か
っ
た
。
其
若
き
友
フ
オ
ソ

ス
が
彼
を
家
へ
逡
ら
う
ご
思
っ
て
其
薫
煙
へ
行
く
ご
、
烈

し
い
熟
に
胃
さ
れ
て
る
た
。
そ
れ
か
ら
牒
識
し
て
病
献
が

険
悪
に
な
つ
π
〇
七
日
に
は
小
康
が
あ
っ
て
夫
人
の
倉
妹

に
悲
劇
の
題
材
に
就
い
て
談
う
、
『
そ
れ
で
は
ね
、
誰
も
私

を
敵
う
理
解
し
て
遷
れ
る
も
の
は
な
い
し
、
私
自
ら
意
う

自
分
の
言
ふ
事
が
わ
か
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
私
は
む
し
ろ

　
　
　
第
八
谷
　
下
身
　
聖
ヤ
ー
コ
フ
寺
及
び
其
壁
域

や
め
る
こ
ご
に
し
よ
う
』
ご
言
っ
て
不
安
静
な
る
睡
眠
然
，

態
に
略
り
、
デ
ー
メ
ト
ソ
ウ
ス
を
夢
中
に
談
つ
た
。
入
日

に
再
び
小
康
が
あ
っ
て
、
愛
児
を
呼
ん
だ
り
し
た
。
夕
刻

に
は
『
盆
快
く
な
る
盆
は
つ
き
り
す
る
』
ご
言
っ
た
り
し
て

窓
帷
を
揚
げ
さ
せ
た
、
九
日
の
朝
業
師
は
浴
み
を
さ
せ
た

り
、
シ
ャ
ン
パ
ン
を
侑
め
た
り
し
た
が
、
次
第
に
無
意
識

朕
態
に
陥
っ
て
油
入
の
顔
を
も
識
別
す
る
こ
ご
が
出
來
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
ヂ
ッ
ク
ス

く
な
っ
た
。
二
三
度
天
を
仰
い
で
『
審
制
』
ご
嬉
し
げ
に
襲

い
た
。
午
後
四
時
頃
に
は
装
暑
が
不
明
噺
ε
な
っ
た
。
斯

く
て
夫
人
に
手
を
握
ら
れ
乍
ら
五
時
過
ぎ
に
永
き
眠
に
入

っ
た
の
で
あ
る
。
大
公
夫
人
は
族
行
中
で
あ
っ
た
。
グ
ー

タ
は
病
臥
し
て
ゐ
π
が
、
病
氣
の
険
悪
化
せ
む
こ
ご
を
恐

れ
て
何
人
も
彼
に
友
の
死
を
談
ら
な
か
っ
た
。
．
超
え
て
十

一
日
ワ
イ
マ
ー
ル
の
慣
例
に
從
っ
て
シ
ル
レ
川
の
震
枢
は

傭
職
工
に
依
っ
て
州
金
庫
の
地
下
墳
墓
へ
運
ば
れ
る
こ
ご

、
な
っ
た
が
、
救
人
の
鼠
舞
者
た
る
後
の
市
長
カ
ー
ル
。

シ
ュ
フ
盲
ぺ
ε
ハ
ヰ
ン
ソ
ソ
ヒ
・
フ
オ
ソ
ス
ピ
の
盤
面
に
よ

　
　
　
　
　
　
第
㎎
號
　
　
　
入
九
　
（
六
…
｝
）



　
　
　
第
入
巷
　
雑
纂
　
簗
ヤ
…
コ
フ
寺
双
ぴ
其
壁
域

っ
て
故
入
の
年
若
き
愛
慕
者
二
十
名
に
依
っ
て
墓
地
へ
見

逡
ら
れ
る
こ
ご
を
許
さ
れ
た
。
深
夜
此
等
の
若
き
人
々
が

震
枢
を
…
連
び
出
　
さ
ん
ご
す
る
時
、
内
か
ら
戯
漱
の
聲
が
洩

れ
外
に
は
叢
に
鶯
の
音
が
聞
え
た
。
月
明
の
沈
黙
せ
る
市

街
を
通
っ
て
葬
列
は
徐
う
に
進
ん
だ
○
途
中
ヰ
ル
へ
川
ム
・

フ
ォ
ン
・
フ
ム
ボ
川
ト
も
之
に
加
は
つ
た
○
斯
く
て
ヤ
白
目

フ
寺
の
州
金
庫
の
地
下
墳
墓
に
ご
詩
人
シ
〃
レ
ル
は
萎
ら

れ
た
、
シ
ュ
フ
ー
ベ
は
『
何
等
の
弔
歌
も
、
何
等
詩
人
を

記
念
す
る
言
葉
も
深
夜
の
沈
黙
を
破
ら
な
か
っ
た
』
ご
傳

へ
て
る
る
Q

　
璽
日
午
後
ヤ
ー
コ
フ
寺
で
哀
悼
式
が
行
は
れ
た
。
署
内

は
墾
會
者
を
入
れ
る
の
除
地
を
見
な
い
ま
で
に
浦
さ
れ
元

監
督
フ
オ
ー
ク
ト
は
弔
辞
を
述
べ
、
モ
ツ
ァ
ー
ト
の
哀
曲

が
式
を
閉
ぢ
た
Q
ゲ
ー
テ
は
病
栂
野
に
あ
っ
て
墾
會
す
る

を
得
な
か
つ
π
。
彼
は
『
彼
の
生
存
の
宇
ば
を
失
っ
だ
』
ご

歎
い
た
。

　
千
七
百
入
十
八
年
に
一
度
此
地
下
川
留
は
清
掃
さ
れ
た
け

　
　
　
　
　
　
　
麓
Ψ
…
四
甑
堪
　
　
　
　
九
〇
　
（
山
偏
一
二
）

れ
ざ
も
、
二
、
れ
か
ら
後
シ
ル
ン
〃
ま
で
三
十
二
回
の
埋
葬

が
行
は
れ
、
其
後
嵌
入
百
こ
十
六
年
に
轟
び
清
潔
さ
れ
て

閉
鎖
さ
る
、
ま
で
更
に
十
一
図
の
埋
葬
が
行
は
れ
た
の
で

塞
聞
の
狡
隆
i
地
下
筈
は
長
さ
三
米
突
進
吋
、
幅
二
米

突
五
十
吋
、
深
さ
二
米
突
入
十
吋
し
か
な
か
っ
た
一
の

鴬
に
地
下
審
の
入
夫
は
棺
や
枢
を
相
承
擁
せ
し
め
た
の
で

或
は
破
壊
し
或
は
康
碧
し
て
遺
骸
の
混
働
を
愉
し
た
。
市

長
シ
ュ
フ
ー
べ
の
誰
力
に
依
っ
て
汐
入
の
頭
蓋
は
登
見
せ

ら
れ
、
此
年
九
”
十
七
日
に
盛
大
な
る
楽
式
の
下
に
大
公

圖
書
館
に
移
さ
れ
、
ダ
ン
ネ
ソ
ヶ
ン
の
手
に
依
っ
て
詩
人

の
胸
像
は
初
め
て
完
成
さ
れ
た
。
詩
人
の
息
エ
川
ン
ス
ト

が
其
式
に
墾
列
し
、
ゲ
ー
グ
の
息
ア
ウ
グ
ス
ト
は
父
に
代

っ
て
式
僻
を
述
べ
た
。
次
で
グ
ー
テ
の
斡
旋
に
よ
っ
て
イ

エ
ナ
か
ら
専
門
家
を
聰
し
て
シ
ル
レ
ル
の
荒
鳥
は
遺
訳
な

く
拾
ひ
集
め
ら
れ
、
翌
年
十
二
月
十
六
欝
あ
の
宏
壮
な
る

大
公
廟
所
へ
盛
儀
の
下
に
移
葬
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
シ
ル
レ
ル
の
蕉
埋
葬
地
を
去
っ
て
堂
宇
の
北
側
へ
出
る



ε
其
慮
で
は
壁
上
に
グ
ー
7
の
結
婚
式
を
即
諾
し
た
監
督

牧
師
ギ
ュ
ソ
テ
ル
の
記
念
標
、
南
側
の
壁
間
で
は
濁
逸
中

世
紀
の
緯
需
の
平
筆
ル
ー
カ
ス
ク
ラ
ナ
ハ
の
零
点
（
爲
眞

前
出
）
を
示
し
た
珍
ら
し
い
記
念
標
が
私
の
注
意
を
牽
い

た
Q
そ
れ
か
ら
少
し
く
南
に
當
っ
て
は
霊
芝
詩
人
ム
ゾ
イ

ス
の
記
念
碑
が
亦
た
眼
に
着
い
た
Q

　
ヤ
ー
コ
フ
寺
の
境
内
を
出
で
て
振
り
返
っ
て
見
る
ご
、

先
程
ま
で
嬉
遊
し
て
み
た
子
供
は
最
早
其
慮
に
み
よ
う
筈

が
な
く
、
鐘
の
昔
も
沈
黙
し
て
仕
舞
ひ
、
塾
域
に
は
全
く

隻
影
を
見
な
か
っ
た
。
只
眞
夏
の
日
光
が
森
悶
こ
し
た
御

寺
の
琵
を
射
て
み
る
。

　
百
数
十
年
前
の
物
静
か
な
ワ
イ
マ
ー
ル
の
回
顧
ご
そ
れ

に
俘
ふ
聯
想
か
ら
離
れ
て
、
ゲ
ー
テ
の
誕
生
日
記
念
の
説

敷
を
ヘ
ル
デ
ル
の
牧
師
を
し
て
み
た
御
寺
で
聴
い
て
、
そ

れ
か
ら
雲
ル
ベ
デ
ー
レ
公
園
の
記
念
屋
外
劇
を
槻
よ
う
ε

北
へ
北
へ
ε
足
を
運
び
乍
ら
現
實
の
猫
逸
へ
當
面
す
る
ご

シ
ユ
ペ
ソ
ゲ
ラ
ー
の
『
衝
欧
の
滅
亡
』
が
頻
り
に
反
駁
さ

れ
、
上
シ
レ
ジ
ャ
の
分
罰
問
題
は
”
ウ
プ
ト
マ
ン
を
演
壇

に
立
だ
し
め
、
エ
ル
ッ
ベ
ル
ゲ
ル
の
暗
殺
は
更
に
人
心
を

激
動
し
て
み
た
Q

朝
鮮
憩
教
源
流
考
（
六
完
）

ご
十
二
、
高
漸
鹿
卜
激

李
難
渋
臼
Q
三
國
之
時
。
新
羅
借
唐
之
勢
力
Q
統
合
高
句

麗
百
濟
鴬
一
。
而
叉
織
新
羅
而
趨
者
。
有
頭
韻
難
聴
百
濟
。

　
　
　
第
入
谷
　

維
纂
　
朝
鮮
榊
敏
源
流
考

李

能

和

弓
務
之
後
高
句
麗
。
耐
細
粧
畝
轍
撚
翼
廊
蜂
蕪
讐
畷
繍
繍
鱗
膿
姻

塾
蘭
耀
盛
事
晶
譲
蕩
彌
略
騨
三
論
製
漁
攣
襯

羅
難
螂
無
言
矯
醤
緯
糞
壷
。
是
皆
疑
民
心
。

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
九
一
　
（
六
＝
二
）


